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は じ め に 
 

群馬県下仁田町は西南部の県域を表わす西毛地域に

位置し、約 85％を山林が占め、急峻でありながらも美
しい山容が印象的な町であり、清らかな渓流など豊かな

自然に恵まれた農山村であります。 
西は長野県佐久市及び軽井沢町と隣接する県境の町

であり、歴史的にも長野県との深いつながりを持つ地域

であります。 
特産品としては「下仁田葱」と「蒟蒻」が全国的にもその名をとどろかせ、味、品質とも

優れたまさに当地域の自然が生んだ名産品であり、年末の最盛期の頃を中心に出荷時などは

大いに賑わいを見せます。 
下仁田町は昭和 30年 3月における町制施行後、その約２年後に都市計画区域決定をしてい
ます。昭和 34年 7月には、都市計画道路決定を行った経緯がございますが、未だ殆ど未整備
のため昨年度から計画を検証し、新たな町づくりを検討しているところであります。 
そもそも都市計画とは「能率的で、住民の健康で文化的な生活を確保することを目的とす

る」と定義されるものでありますが、決して日本全国を画一的な町並みで統一することでは

なく、地域固有の自然や人々の生活が醸し出す空気感をいかに町づくりに活かすかが最も大

切であることは言うまでもありません。 
とかく都会的な雰囲気や利便性追及が喜ばれる時代が続いてきたように思われますが、近

年、地域の魅力を再発見するような「まちづくり手法」の必要性が叫ばれるようになってき

たと認識しています。 
幸い下仁田町には、自然・歴史・人情など、人々の心の原風景とも呼ぶべき「豊かさ」が

多く残り、それらを積極的に活かすことが私たち行政の重要な責務であります。 
さらに平成 21年度から景観計画策定に着手した当町では、平成 22年度に全世帯及び全中
学生へ景観についてのアンケートを実施し、その結果を基に学識経験者をはじめ、町民代表

からなる策定委員を通じ意見の集約に努めて参りました。 
その内容は、町の単なる側面よりも、より深い部分での議論が進んできたように思われ、

そこには、地域住民が長年培ってきた歴史の重みや人々に親しまれてきた山や川といった自

然、また、それらに対する慈しみの姿が現れた結果があったように思われます。 
下仁田町の特異な地質構造に着目した「ジオパーク構想」は、平成２３年９月５日日本ジ

オパークに登録され、まさにそれら自然を総合的に把握し、同時に人々の営みをもはかり知

ることができるものであると信じています。 
また、当町には国指定史跡である「荒船風穴」やかつての宿場町の雰囲気を残す「本宿」

があり、これらも重要な景観を持つジオサイトの中に数えられ、後世へ引き継ぐべき重要な

資産であります。 
良好な景観は行政だけで作りあげるだけのものではありません。開発など、一部の届出義

務などを課せる一方、我々にも様々な責務が発生して参ります。 
しかし、それらは良好な景観を残す手段の一つであり、それらを通じて自らの文化や風景

と再会し、また新たな魅力に出会い、育てることが真の目的であることであることと考えま

す。 
最後に、本計画策定にあたり貴重なご意見をいただきました町民の皆様、並びに熱心にご

議論をいただいた策定委員会の皆様に心から敬意と感謝を申し上げます。 
 
平成２３年９月 

下仁田町長 金 井 康 行 
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第第１１章章  景景観観形形成成のの基基本本的的なな考考ええ方方  

 

１－１ 景観形成における基本理念 

 

自自分分のの育育っったたままちちをを思思いい浮浮かかべべたたととききにに、、ままずず『『ままちちのの風風景景』』がが思思いい描描かかれれるる。。  

景景観観計計画画はは、、ここううししたたままちちのの風風景景をを住住民民がが主主体体ととななっってて守守るるたためめのの土土台台ととななるるももののでであありり、、ささららにに

はは、、新新たたにに景景観観がが変変化化すするるよよううなな開開発発にに備備ええてて、、下下仁仁田田町町ららししささをを保保持持ししてていいくくたためめののももののででももああるる。。

ままたた、、下下仁仁田田町町のの特特長長をを活活かかすすたためめにに、、景景観観重重点点区区域域をを位位置置づづけけ、、各各地地区区のの景景観観特特性性をを活活かかししななががらら

景景観観ままちちづづくくりりをを進進めめてていいくくももののででああるる。。今今後後、、少少子子高高齢齢化化ががまますすまますす進進むむここととがが予予想想さされれ、、空空きき地地

やや空空きき家家のの増増加加、、農農地地やや山山林林のの荒荒廃廃化化等等がが懸懸念念さされれるる中中でで、、下下仁仁田田町町でではは、、景景観観ままちちづづくくりりををききっっかか

けけととししたたままちちのの活活性性化化、、ジジオオパパーークク等等にに代代表表さされれるる美美ししいい自自然然風風景景のの次次世世代代へへのの継継承承、、ここののままちちにに住住

んんででいいてて良良かかっったたとと思思ええるるよよううなな住住環環境境のの充充実実等等をを目目標標にに景景観観計計画画をを策策定定ししたた。。  

景景観観計計画画のの基基本本理理念念をを以以下下ののよよううにに設設定定すするる。。  

 

町町民民みみんんななででののぞぞむむ下下仁仁田田のの景景観観  
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１－２ 景観資源の類型化 

 

（１）景観資源の類型化 

下下仁仁田田町町のの景景観観ををそそのの特特性性にに応応じじてて、、「「みみどどりりのの景景」」、、「「ううるるおおいいのの景景」」、、「「歴歴史史のの景景」」、、「「生生活活のの景景」」、、「「にに

ぎぎわわいいのの景景」」のの５５つつのの類類型型化化をを行行うう。。  

  

みみどどりりのの景景  

◎◎町町域域のの西西部部をを囲囲うう形形でで妙妙義義荒荒船船佐佐久久高高原原国国定定公公園園にに指指定定さされれ、、北北部部ににはは群群馬馬県県

立立妙妙義義公公園園ががあありり、、妙妙義義山山にに代代表表さされれるる山山やや峠峠をを持持ちち、、森森林林やや渓渓谷谷ななどどのの自自然然

景景観観をを形形成成ししてていいるる。。ままたた、、町町域域のの南南東東部部ににはは大大山山やや大大崩崩山山ななどど根根ななしし山山とと呼呼

ばばれれるる山山並並みみをを望望むむここととががでできき、、ここれれららのの山山並並みみとと自自然然がが織織りり成成すす景景観観資資源源にに

つついいてて整整理理すするる。。  

ううるるおおいいのの景景  

◎◎町町内内ににはは鏑鏑川川ををははじじめめととししてて多多くくのの一一級級河河川川がが流流れれてておおりり、、地地形形的的条条件件かからら自自

然然にに生生みみ出出さされれたた峡峡谷谷やや滝滝ななどどはは観観光光資資源源ととななっってていいるる。。ままたた、、県県内内のの水水源源地地

ととししててのの役役割割をを担担うう荒荒船船湖湖（（道道平平川川ダダムム））はは町町のの水水辺辺拠拠点点ととししててのの景景観観をを形形成成

ししてていいるる。。ここれれららはは人人々々ににううるるおおいいをを与与ええるるだだけけででななくく、、地地域域住住民民のの生生活活にに深深

くく関関連連すするるももののでであありり、、水水辺辺がが創創出出すするる美美ししくく親親ししみみののああるる景景観観資資源源ににつついいてて

整整理理すするる。。  

歴歴史史のの景景  

◎◎富富岡岡製製糸糸場場とと絹絹産産業業遺遺産産群群ととししてて、、世世界界遺遺産産暫暫定定一一覧覧表表にに記記載載さされれてていいるる荒荒船船

風風穴穴をを中中心心ととししてて、、町町内内ににはは数数多多くくのの文文化化財財がが点点在在ししてていいるる。。社社寺寺仏仏閣閣にに加加ええ、、

町町指指定定のの庚庚申申史史跡跡ななどど、、歴歴史史的的なな景景観観資資源源ににつついいてて整整理理すするる。。  

生生活活のの景景  

◎◎中中心心市市街街地地でではは住住宅宅地地やや商商店店街街がが形形成成さされれ、、そそのの近近接接地地ででああるる都都市市計計画画区区域域にに

はは小小坂坂、、青青倉倉地地域域ををははじじめめととすするる集集落落地地ががあありり、、都都市市的的景景観観をを形形成成ししてていいるる。。

一一方方、、山山間間地地でではは各各集集落落のの周周辺辺にに豊豊かかなな田田園園空空間間がが形形成成さされれ、、地地形形をを巧巧みみにに利利

用用ししたた棚棚田田もも数数多多くく見見らられれるる。。ままたた、、本本町町はは江江戸戸とと信信州州をを結結ぶぶ交交通通のの要要衝衝にに位位

置置すするる宿宿場場町町ととししてて栄栄ええたた歴歴史史的的背背景景かからら、、ここれれらら市市街街地地とと山山間間地地をを結結ぶぶ重重要要

なな生生活活路路線線ででああるる国国、、県県道道（（旧旧街街道道））はは、、個個性性豊豊かかなな沿沿道道景景観観をを形形成成ししてていいるる。。

ここれれららをを踏踏ままええ町町民民のの生生活活にに関関連連すするる景景観観資資源源ににつついいてて整整理理すするる。。  

ににぎぎわわいいのの景景  

◎◎妙妙義義山山やや神神津津・・荒荒船船周周辺辺ををははじじめめととすするる町町内内のの観観光光地地ににはは、、年年間間約約 6600 万万人人のの

観観光光客客がが訪訪れれてておおりり、、下下仁仁田田 IICC やや道道のの駅駅ななどど交交通通拠拠点点がが整整備備さされれてていいるる。。ままたた、、

住住民民のの生生活活のの中中心心ででああるる市市街街地地にに形形成成さされれてていいるる都都市市的的景景観観やや地地域域にに馴馴染染みみのの

ああるる伝伝統統的的なな祭祭りり行行事事、、地地域域住住民民のの活活性性化化へへのの取取組組みみななどどをを踏踏ままええ、、ににぎぎわわいい

のの創創出出にに係係るる景景観観資資源源ににつついいてて整整理理すするる。。  
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（２）類型別景観資源の現状と特性の整理 

≪≪みみどどりりのの景景≫≫  

－－現現状状とと特特性性－－  

◎◎町町域域のの西西部部をを囲囲うう形形でで妙妙義義荒荒船船佐佐久久高高原原国国定定公公園園にに指指定定さされれ、、北北部部ににはは群群馬馬県県立立妙妙義義公公園園ががああるる。。

ここののううちち、、町町内内ににはは特特別別保保護護地地区区～～第第３３種種特特別別地地域域がが指指定定さされれてておおりり、、妙妙義義山山周周辺辺のの特特別別保保護護地地

区区及及びび荒荒船船山山周周辺辺のの第第１１種種特特別別地地域域はは、、限限定定さされれたた範範囲囲のの行行為為ののみみのの許許可可やや現現在在のの風風致致をを極極力力保保

護護すするるここととがが必必要要なな地地域域ととししてて厳厳ししいい制制限限がが課課せせらられれてていいるる。。ままたた、、御御場場山山、、神神津津牧牧場場周周辺辺はは第第

２２種種特特別別地地域域ととししてて、、特特にに農農林林業業活活動動ににおおいいてて努努めめてて調調整整をを図図るるべべきき地地域域ととさされれ、、工工作作物物のの新新築築

やや増増改改築築、、土土石石のの採採掘掘、、土土地地のの形形状状変変更更ななどど様様々々なな行行為為にに対対ししてて都都道道府府県県知知事事のの許許可可がが必必要要ととなな

っってていいるる。。そそのの他他はは第第３３種種特特別別地地域域にに該該当当しし、、通通常常のの農農林林業業活活動動でではは、、原原則則ととししてて風風致致のの維維持持にに

影影響響をを及及ぼぼすすおおそそれれのの少少なないい地地域域ととししてて、、林林業業でではは皆皆伐伐をを認認めめてていいるる。。  

◎◎荒荒船船山山、、稲稲含含山山、、大大桁桁山山、、小小沢沢岳岳、、鹿鹿岳岳、、日日暮暮山山、、御御堂堂山山、、物物語語山山、、物物見見山山、、四四ッッ又又山山ははぐぐんんまま

百百名名山山（（HH1166 群群馬馬県県））にに選選定定さされれ、、ここれれららをを含含むむ町町内内のの多多くくのの山山にに登登山山道道ややハハイイキキンンググココーーススがが

整整備備さされれてておおりり、、自自然然景景観観、、自自然然環環境境をを体体験験ででききるる空空間間ととななっってていいるる。。  

◎◎町町域域のの南南東東部部ににはは根根ななしし山山とと呼呼ばばれれるる岩岩山山、、大大山山、、御御岳岳山山、、大大崩崩山山、、川川井井山山のの山山並並みみをを望望むむこことと

ががででききるるほほかか、、地地質質遺遺産産をを活活用用ししたた地地域域社社会会のの活活性性化化をを図図るる機機能能もも有有ししてていいるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図図：：類類型型区区分分図図－－みみどどりりのの景景－－ 
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≪≪ううるるおおいいのの景景≫≫  

－－現現状状とと特特性性－－  

◎◎鏑鏑川川をを主主流流ととししてて横横瀬瀬川川、、栗栗山山川川、、青青倉倉川川、、桑桑本本川川、、平平原原川川、、馬馬居居沢沢川川、、市市野野萱萱川川、、道道平平川川、、相相

沢沢川川、、屋屋敷敷川川、、黒黒川川川川、、南南牧牧川川、、入入沢沢川川、、小小坂坂川川とといいっったた一一級級河河川川がが流流れれてていいるる。。ままたた、、市市街街地地

やや集集落落内内をを流流れれるる水水路路はは、、身身近近なな水水辺辺空空間間ととししてて親親近近感感ののああるる風風景景をを形形成成ししてていいるる。。  

◎◎地地形形的的条条件件かからら自自然然にに生生みみ出出さされれたたははねねここしし峡峡やや不不通通渓渓谷谷ををははじじめめ、、阿阿唱唱念念のの滝滝やや蒔蒔田田不不動動のの滝滝

ななどどのの水水辺辺がが創創出出すするる美美ししいい景景観観はは、、観観光光資資源源ととししてて活活用用さされれてていいるる。。  

◎◎荒荒船船湖湖（（道道平平川川ダダムム））はは、、県県内内のの水水源源ととししてて、、ままたた、、町町のの市市街街地地ををははじじめめととすするる下下流流域域のの治治水水施施

設設ととししてて機機能能ししてていいるるととととももにに、、町町のの水水辺辺拠拠点点ととししててのの役役割割をを担担っってていいるる。。ななおお、、荒荒船船湖湖でではは毎毎

年年恒恒例例ででああるるササママーーフフェェスステティィババルルがが開開催催さされれてておおりり、、多多目目的的ダダムムととししてて地地元元住住民民やや訪訪れれるる観観光光

客客ににととっってて交交流流のの場場ををななっってていいるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図：：類類型型区区分分図図－－ううるるおおいいのの景景－－  
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≪≪歴歴史史のの景景≫≫  

－－現現状状とと特特性性－－  

◎◎富富岡岡製製糸糸場場とと絹絹産産業業遺遺産産群群ととししてて、、関関連連資資産産がが世世界界遺遺産産暫暫定定リリスストト一一覧覧表表にに記記載載さされれてておおりり、、本本

町町でではは荒荒船船風風穴穴がが含含ままれれてていいるる。。今今後後はは、、世世界界遺遺産産一一覧覧表表へへのの登登録録へへ向向けけたた保保存存管管理理計計画画のの策策定定

やや世世界界史史的的なな観観点点かかららのの位位置置づづけけのの明明確確化化がが求求めめらられれてていいるる。。  

◎◎国国指指定定史史跡跡ににはは荒荒船船風風穴穴がが指指定定さされれてていいるるほほかか、、神神戸戸家家住住宅宅やや里里見見家家住住宅宅、、荻荻野野家家住住宅宅関関連連ととしし

てて 1122 件件がが国国登登録録有有形形文文化化財財にに指指定定さされれてていいるる。。ままたた、、県県指指定定史史跡跡ととししてて 11 件件、、町町指指定定史史跡跡・・重重

要要有有形形文文化化財財・・天天然然記記念念物物ととししてて 2222 件件がが指指定定さされれてておおりり、、観観光光地地のの名名勝勝ととししてて訪訪れれるる人人にに歴歴史史

やや文文化化をを継継承承ししてていいるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図：：類類型型区区分分図図－－歴歴史史のの景景－－  
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≪≪生生活活のの景景≫≫  

－－現現状状とと特特性性－－  

◎◎公公共共施施設設のの集集積積度度がが高高いい中中心心市市街街地地でではは、、上上信信電電鉄鉄下下仁仁田田駅駅をを中中心心ととししてて周周辺辺ににはは商商店店街街やや住住宅宅

地地がが形形成成さされれてておおりり、、ここれれららはは住住民民のの日日常常生生活活とと密密接接にに関関連連ししてていいるる。。ままたた、、そそのの外外縁縁部部ににはは都都

市市計計画画区区域域内内のの小小坂坂、、青青倉倉地地域域がが隣隣接接しし、、都都市市的的景景観観がが形形成成さされれてていいるる。。  

◎◎山山間間地地でではは、、各各集集落落のの周周囲囲にに農農地地がが形形成成さされれ、、ここれれららのの風風景景はは、、ふふるるささととをを感感じじるるここととののででききるる

景景観観ととななっってていいるる。。ままたた、、農農地地でではは地地形形をを巧巧みみにに利利用用ししたた棚棚田田がが数数多多くく見見らられれ、、ふふるるささととのの原原風風

景景ととししてて親親ししままれれてていいるるほほかか、、特特色色ああるる農農業業生生産産のの場場ととししてて生生活活にに寄寄与与ししてていいるる。。  

◎◎市市街街地地とと山山間間地地域域のの集集落落はは、、旧旧街街道道等等のの国国、、県県道道でで結結ばばれれてておおりり、、町町民民のの重重要要なな生生活活道道路路ででああるる

ととととももにに、、町町内内のの観観光光施施設設へへののアアククセセスス道道路路ととももななっってていいるる。。特特にに、、姫姫街街道道（（国国道道 225544 号号～～主主要要

地地方方道道下下仁仁田田軽軽井井沢沢線線（（姫姫街街道道ももみみじじラライインン））））はは、、そそのの歴歴史史的的背背景景かからら個個性性豊豊かかなな沿沿道道景景観観をを形形

成成ししてていいるる。。ままたた、、ここれれらら道道路路かからら見見らられれるるみみどどりりのの景景（（山山並並みみ））やや集集落落とと田田園園風風景景ななどどもも、、沿沿

道道景景観観ととししてて重重要要なな景景観観資資源源ととななっってていいるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図：：類類型型区区分分図図－－生生活活のの景景－－  
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≪≪ににぎぎわわいいのの景景≫≫  

－－現現状状とと特特性性－－  

◎◎中中心心市市街街地地はは、、生生活活のの景景ででああるるととととももにに、、市市街街地地部部にに近近接接ししてて山山やや河河川川がが存存在在ししてておおりり、、都都市市的的

景景観観のの中中にに自自然然的的景景観観がが溶溶けけ込込んんででいいるる。。  

◎◎妙妙義義山山やや荒荒船船湖湖周周辺辺ななどどにに代代表表さされれるる観観光光地地ににはは、、毎毎年年多多くくのの観観光光客客がが訪訪れれるるななどどににぎぎわわいいをを見見

せせてていいるる。。特特にに自自動動車車利利用用にによよるる来来訪訪者者にに対対しし、、交交通通のの拠拠点点ととななるる下下仁仁田田 IICC やや道道のの駅駅がが整整備備さされれ

てていいるる。。  

◎◎本本宿宿地地区区はは、、江江戸戸とと信信州州をを結結ぶぶ中中山山道道のの脇脇往往還還（（姫姫街街道道））のの宿宿場場町町ととししてて栄栄ええ、、今今現現在在もも同同街街道道

のの沿沿線線でで最最もも多多くくのの古古いい民民家家がが残残りり、、宿宿場場ととししててのの面面影影をを残残ししてておおりり、、町町内内ににおおけけるる重重要要なな地地域域

資資源源、、景景観観資資源源ととななっってていいるる。。  

◎◎本本町町ににはは、、伝伝統統行行事事やや祭祭りりななどどのの祭祭事事がが数数多多くく残残っってておおりり、、主主ななももののととししてて諏諏訪訪神神社社のの祭祭、、鏑鏑神神

社社大大祭祭、、荒荒船船神神社社のの祭祭、、蒔蒔田田獅獅子子舞舞ななどどがが挙挙げげらられれるる。。昔昔ななががららのの伝伝統統をを継継承承すするる場場ととししてて、、まま

たた、、地地域域住住民民のの交交流流のの場場ととししてて重重要要なな地地域域資資源源・・景景観観資資源源ととななっってていいるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図：：類類型型区区分分図図－－ににぎぎわわいいのの景景－－  
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（３）下仁田町の景観特性 

５５つつのの景景観観類類型型（（みみどどりりのの景景、、ううるるおおいいのの景景、、歴歴史史のの景景、、生生活活のの景景、、ににぎぎわわいいのの景景））かからら、、下下仁仁田田町町

のの景景観観特特性性図図をを以以下下にに示示すす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図：：景景観観形形成成特特性性図図  
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１－３ 景観形成の実現に向けて 

  

下下仁仁田田町町景景観観計計画画ににももととづづきき、、本本町町のの良良好好なな景景観観形形成成をを実実現現すするるたためめ、、町町民民、、事事業業者者おおよよびび町町がが連連

携携・・協協力力しし、、かかつつ、、そそれれぞぞれれがが町町のの景景観観形形成成のの主主体体ででああるるここととをを認認識識しし、、そそれれぞぞれれのの役役割割をを理理解解しし、、

積積極極的的にに行行動動ししてていいくくここととがが求求めめらられれるる。。  

  

（１）町民に期待される役割 

町町民民はは、、景景観観形形成成のの最最もも重重要要なな主主体体ででああるる。。そそののたためめ、、本本計計画画にに基基づづくく、、良良好好なな景景観観形形成成へへのの取取組組

みみにに関関すするる理理解解をを深深めめ、、自自ららがが主主体体ととななりり、、他他のの主主体体とと連連携携・・協協力力ししつつつつ、、良良好好なな景景観観形形成成にに取取組組むむ

ここととがが求求めめらられれるる。。  

ままたた、、町町がが実実施施すするる景景観観形形成成にに関関すするる施施策策にに協協力力しし、、良良好好なな景景観観形形成成をを推推進進すするるここととがが求求めめらられれるる。。  

 

（２）事業者に期待される役割 

事事業業者者はは、、本本計計画画にに基基づづくく、、良良好好なな景景観観形形成成へへのの取取組組みみにに関関すするる理理解解をを深深めめ、、事事業業活活動動にに際際しし、、良良

好好なな景景観観形形成成にに取取組組むむここととがが求求めめらられれるる。。  

ままたた、、町町がが実実施施すするる景景観観形形成成にに関関すするる施施策策にに協協力力しし、、良良好好なな景景観観形形成成をを推推進進すするるここととがが求求めめらられれるる。。  

 

（３）町に期待される役割 

町町はは、、町町民民やや事事業業者者にによよるる景景観観形形成成のの先先導導役役ととししてて、、本本計計画画にに基基づづくく、、良良好好なな景景観観形形成成をを実実現現すするる

たためめのの施施策策をを策策定定・・実実施施すするるここととがが必必要要でであありり、、施施策策のの策策定定おおよよびび実実施施ににああたたっっててはは、、町町民民おおよよびび事事

業業者者のの意意向向をを踏踏ままええななががらら進進めめるる。。  

町町はは、、町町のの実実施施すするる各各種種事事業業ににおおいいてて、、良良好好なな景景観観形形成成にに関関すするる先先導導的的なな取取組組みみをを行行うう。。  

ままたた、、町町民民おおよよびび事事業業者者がが主主体体的的にに良良好好なな景景観観形形成成にに取取組組むむここととががででききるるよよううにに、、良良好好なな景景観観形形成成

にに関関すするる情情報報提提供供をを積積極極的的にに行行ううななどど、、景景観観形形成成にに関関すするる意意識識向向上上おおよよびび取取組組みみにに対対すするる支支援援をを行行うう。。  
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第第２２章章  景景観観計計画画のの区区域域  

  

２２－－１１  下下仁仁田田町町景景観観計計画画区区域域  

  

下下仁仁田田町町景景観観計計画画区区域域はは、、下下仁仁田田町町全全域域をを対対象象ととすするる。。  

ままたた、、特特にに重重点点的的にに景景観観形形成成をを図図るるべべきき地地区区ととししてて、、下下記記にに示示すす 55 つつのの方方針針にに基基づづきき、、「「荒荒船船風風穴穴周周

辺辺地地区区」」おおよよびび「「本本宿宿地地区区」」をを景景観観重重点点区区域域ととししてて別別途途指指定定すするる。。  

  

  

  

方方針針１１  景景観観ままちちづづくくりりのの意意識識がが高高いい地地区区＜＜町町民民意意向向＞＞  

◎◎良良好好なな景景観観形形成成をを進進めめるるたためめににはは、、持持続続的的なな各各地地区区のの住住民民のの協協力力がが不不可可欠欠でであありり、、既既にに

景景観観ままちちづづくくりりのの取取組組みみをを進進めめてていいるる地地区区、、住住民民のの景景観観ままちちづづくくりりにに対対すするる意意識識のの高高いい

地地区区をを指指定定すするる。。  

  

方方針針２２  町町民民がが共共通通認認識識をを持持ててるる地地区区＜＜シシンンボボルル性性＞＞  

◎◎下下仁仁田田町町のの特特徴徴をを表表すす景景観観資資源源ととししてて、、町町民民がが共共通通認認識識をを持持ててるる地地区区をを指指定定すするる。。  

  

  

方方針針３３  特特徴徴的的なな景景観観資資源源ののままととままりりががああるる地地区区＜＜地地域域振振興興＞＞  

◎◎景景観観資資源源のの分分布布ににままととままりりのの見見らられれるる地地区区、、特特徴徴的的なな景景観観をを有有ししてておおりり周周囲囲のの景景観観ににもも

配配慮慮がが必必要要なな地地区区をを指指定定すするる。。  

  

方方針針４４  景景観観ままちちづづくくりりのの効効果果がが分分かかりりややすすいい地地区区＜＜街街並並形形成成＞＞  

◎◎景景観観ままちちづづくくりりにに取取組組むむここととでで、、そそのの効効果果がが目目にに見見てて分分かかりりややすすいい地地区区、、来来訪訪者者やや町町民民

がが集集ままるる地地区区、、沿沿道道やや街街並並みみのの整整備備をを行行うう地地区区をを指指定定すするる。。  

  

方方針針５５  行行政政がが重重点点的的にに施施策策をを進進めめるる地地区区＜＜重重点点施施策策＞＞  

◎◎行行政政ととししてて重重点点的的にに各各分分野野ににおおけけるる施施策策をを進進めめるる地地区区、、公公共共投投資資をを行行うう地地区区、、景景観観ままちち

づづくくりりをを喚喚起起すするる地地区区をを指指定定すするる。。  

  

  

  

  

■景観重点区域の指定方針 

荒船風穴周辺地区 本宿地区 
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図図：：景景観観計計画画区区域域図図  
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２２－－２２  景景観観重重点点区区域域  

  

（（１１））荒荒船船風風穴穴周周辺辺地地区区  

世世界界遺遺産産のの暫暫定定リリスストトにに登登録録さされれてていいるる歴歴史史資資産産でであありり、、冷冷風風がが吹吹きき出出すす山山ああいいのの風風穴穴をを利利用用ししてて、、

蚕蚕のの卵卵のの保保存存施施設設ととししてて活活用用さされれててききたた。。ななおお、、貯貯蔵蔵能能力力はは 111100 万万枚枚とと国国内内最最大大規規模模でであありり、、養養蚕蚕業業

のの歴歴史史をを伝伝ええるる資資産産ととししてて将将来来にに継継承承すするるたためめ、、景景観観重重点点区区域域のの指指定定をを行行うう。。  

  

荒荒船船風風穴穴地地区区  景景観観計計画画区区域域（（景景観観重重点点区区域域））  
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（（２２））本本宿宿地地区区  

通通称称「「姫姫街街道道」」とと呼呼ばばれれてていいるる中中山山道道脇脇往往還還中中信信州州境境にに位位置置すするる宿宿場場ととししてて栄栄ええたた姫姫街街道道のの沿沿線線でで

最最もも多多くくのの古古いい民民家家がが残残るる場場所所でであありり、、特特徴徴的的なな景景観観をを有有ししてていいるるここととかからら、、周周囲囲のの景景観観ににもも配配慮慮がが

必必要要なな地地区区ととししてて景景観観重重点点区区域域のの指指定定をを行行うう。。  

  

本本宿宿地地区区  景景観観計計画画区区域域（（景景観観重重点点区区域域））  
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第第３３章章  良良好好なな景景観観形形成成にに関関すするる方方針針  

  

３３－－１１  景景観観形形成成方方針針設設定定のの考考ええ方方  

  

景景観観計計画画のの策策定定ににああたたりり、、下下仁仁田田町町ららししいい良良好好なな景景観観形形成成をを進進めめるるたためめ、、景景観観計計画画のの区区域域をを下下仁仁田田

町町全全域域にに定定めめるるここととととしし、、そそのの区区域域のの中中でで、、特特にに重重点点的的にに景景観観形形成成をを図図るるべべきき地地区区ととししてて、、荒荒船船風風穴穴

周周辺辺地地区区及及びび本本宿宿地地区区をを景景観観重重点点区区域域ととししてて設設定定すするる。。  

よよっってて、、景景観観形形成成方方針針ににつついいててはは、、下下仁仁田田町町景景観観計計画画区区域域のの方方針針ととししてて５５つつのの景景観観資資源源のの類類型型化化別別

にに設設定定しし、、景景観観重重点点区区域域ににつついいててはは、、上上記記方方針針にに加加ええ、、地地区区のの特特性性をを踏踏ままええたた景景観観形形成成方方針針をを設設定定すす

るる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

景景観観形形成成方方針針  

【【下下仁仁田田町町景景観観計計画画区区域域のの方方針針】】  

みみどどりり  ううるるおおいい  歴歴  史史  生生  活活  ににぎぎわわいい  

荒荒船船風風穴穴周周辺辺地地区区  

【【景景観観重重点点区区域域のの方方針針】】  

本本宿宿地地区区  
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３３－－２２  景景観観計計画画区区域域のの方方針針  

  

－－自自然然・・歴歴史史・・文文化化・・ににぎぎわわいいをを育育むむ  美美ししいいふふるるささとと景景観観づづくくりり－－  

  

（（１１））みみどどりりのの景景  

◎◎良良好好なな山山並並みみ景景観観のの保保全全  

妙妙義義山山やや荒荒船船山山ななどどをを含含みみ町町域域のの西西部部をを囲囲うう形形でで妙妙義義荒荒船船佐佐久久高高原原国国定定公公園園がが指指定定さされれ、、そそれれ

ららのの山山並並みみはは、、本本町町をを代代表表すするる観観光光資資源源、、ふふるるささととがが感感じじらられれるる原原風風景景のの一一つつでであありり、、魅魅力力ああるる

眺眺望望景景観観をを創創りり出出ししてていいるる。。ここれれららのの良良好好なな山山並並みみ景景観観をを保保全全・・継継承承ししてていいくくたためめにに、、建建築築物物やや

工工作作物物、、屋屋外外広広告告物物等等ににつついいてて、、眺眺望望にに配配慮慮ししたた景景観観づづくくりりをを進進めめるる。。  

  

◎◎自自然然景景観観・・自自然然環環境境をを活活かかししたた体体験験空空間間のの整整備備  

小小沢沢岳岳、、四四ッッ又又山山、、物物語語山山ななどど、、ここれれららをを含含むむ町町内内のの山山々々ににはは登登山山道道ややハハイイキキンンググココーーススがが設設

置置さされれ、、自自然然景景観観・・自自然然環環境境をを体体験験ででききるる空空間間ととななっってていいるる。。ままたた、、大大崩崩山山、、川川井井山山ななどど、、比比較較

的的市市街街地地にに近近いい場場所所ににはは根根ななしし山山とと呼呼ばばれれるる山山々々ががあありり、、貴貴重重なな地地質質遺遺産産をを学学習習ででききるる環環境境ににああ

るるここととかからら、、ここれれららをを適適切切にに維維持持・・保保全全すするるたためめのの整整備備をを検検討討すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜例：妙義荒船佐久高原国定公園＞ ＜例：神津牧場＞ 

＜例：物語山＞ ＜例：川井山と周辺集落＞ 
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（（２２））ううるるおおいいのの景景  

◎◎河河川川・・水水辺辺のの潤潤いいああるる景景観観づづくくりり  

鏑鏑川川ををははじじめめ、、青青倉倉川川やや市市野野萱萱川川、、横横瀬瀬川川ななどどがが創創りり出出すす河河川川景景観観・・河河川川環環境境はは、、潤潤いいああるる景景

観観づづくくりりににかかかかせせなないい景景観観資資源源ででああるるたためめ、、ここれれららをを適適切切にに維維持持・・保保全全すするるととととももにに、、河河川川やや水水

辺辺沿沿いいのの緑緑化化・・修修景景ななどど、、良良好好なな河河川川・・水水辺辺空空間間のの景景観観づづくくりりののたためめのの整整備備をを検検討討すするる。。  

  

◎◎水水とと緑緑のの拠拠点点づづくくりり  

荒荒船船湖湖ややそそのの周周辺辺施施設設、、ままたた青青岩岩公公園園ななどどのの河河川川景景観観・・河河川川環環境境をを活活かかししたた施施設設はは、、町町民民とと来来

訪訪者者ととのの交交流流のの場場ややレレククリリエエーーシショョンンのの拠拠点点ととししてて活活用用さされれ、、今今後後ももそそのの活活用用がが期期待待さされれるるこことと

かからら、、周周囲囲のの自自然然景景観観とと調調和和ししたた水水辺辺景景観観のの形形成成ののたためめ、、適適切切なな維維持持・・管管理理をを実実施施しし、、魅魅力力ああるる

拠拠点点づづくくりりをを進進めめるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜例：黒川川＞ 

＜例：青岩公園＞ 

＜例：鏑川＞ 

＜例：荒船湖（道平川ダム湖）＞ 
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（（３３））歴歴史史のの景景  

◎◎史史跡跡・・文文化化財財周周辺辺のの景景観観づづくくりり  

町町内内ににはは国国指指定定史史跡跡ででああるる荒荒船船風風穴穴ををははじじめめ、、様様々々なな史史跡跡・・文文化化財財等等がが国国・・県県・・町町のの指指定定をを受受

けけてておおりり、、ここれれららはは町町民民ののみみななららずず来来訪訪者者等等にに対対しし、、歴歴史史・・文文化化をを伝伝ええるる重重要要なな景景観観資資源源・・観観光光

資資源源ととななっってていいるる。。ここううししたた資資源源のの魅魅力力ををよよりり一一層層高高めめるるたためめ、、周周辺辺のの景景観観づづくくりりをを検検討討すするる。。  

  

◎◎景景観観重重要要建建造造物物やや景景観観重重要要樹樹木木のの指指定定  

貴貴重重なな資資源源をを適適切切にに維維持持・・管管理理しし、、地地域域のの景景観観・・観観光光資資源源ととししてて整整備備のの充充実実をを図図るるたためめ、、地地域域

のの魅魅力力をを印印象象付付けけるる建建造造物物やや樹樹木木ににつついいてて、、所所有有者者等等のの同同意意がが得得らられれるるももののをを景景観観重重要要建建造造物物やや

景景観観重重要要樹樹木木にに指指定定しし、、地地域域のの核核ととななるる景景観観をを守守るるととととももにに、、住住民民のの保保護護意意識識のの啓啓発発ににもも努努めめるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜例：清水沢の百庚申＞ ＜例：諏訪神社＞ 
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（（４４））生生活活のの景景  

◎◎環環境境にに配配慮慮ししたた快快適適にに暮暮ららせせるる住住宅宅地地景景観観づづくくりり  

公公共共施施設設のの集集積積度度がが高高いい中中心心市市街街地地でではは、、低低層層のの戸戸建建てて住住宅宅をを中中心心ととししたた住住宅宅地地やや商商店店街街がが形形

成成さされれ、、都都市市的的景景観観をを形形成成ししてていいるる。。一一方方、、ここううししたた利利便便性性のの高高いい地地域域ででああるるととととももにに、、根根ななしし

山山とと呼呼ばばれれるる山山々々にに代代表表さされれるる豊豊かかなな自自然然景景観観・・自自然然環環境境がが身身近近ににああるる地地域域ででももああるる。。今今後後もも良良

好好なな市市街街地地環環境境・・市市街街地地景景観観をを継継続続すするるたためめ、、住住宅宅のの見見ええ方方をを意意識識しし、、周周辺辺のの自自然然環環境境とと調調和和しし

たた景景観観づづくくりりをを進進めめるる。。  

  

◎◎賑賑わわいいああるる商商店店街街のの景景観観づづくくりり  

下下仁仁田田駅駅をを中中心心ととししたたそそのの周周辺辺ににはは商商店店街街がが形形成成さされれてておおりり、、住住民民のの日日常常生生活活とと密密接接にに関関連連しし

てていいるるととととももにに、、来来訪訪者者にに対対ししてて町町のの顔顔ととななるる場場所所ででああるる。。ここれれららににふふささわわししいい街街ななかか景景観観をを創創

りり出出すすたためめ、、統統一一ししたたササイインン計計画画やや屋屋外外広広告告物物等等のの適適正正ななココンントトロローールル、、空空きき店店舗舗のの活活用用ななどど、、

歩歩行行者者がが楽楽ししんんでで歩歩けけるる街街ななかかのの景景観観づづくくりりをを進進めめるる。。  

  

◎◎良良好好なな田田園園環環境境とと調調和和ししたた集集落落景景観観のの保保全全・・整整備備  

集集落落地地をを囲囲むむよよううにに形形成成さされれるる棚棚田田やや畑畑地地はは、、本本町町をを示示すす景景観観資資源源ととししてて捉捉ええ、、今今後後もも原原風風景景

のの一一つつととししてて保保全全・・整整備備すするるととととももにに、、耕耕作作放放棄棄地地やや遊遊休休農農地地のの活活用用をを検検討討すするる。。  

  

◎◎魅魅力力ああるる沿沿道道景景観観のの形形成成  

町町内内のの幹幹線線道道路路はは、、市市街街地地とと山山間間集集落落をを結結ぶぶ生生活活道道路路ででああるるととととももにに、、町町内内のの観観光光施施設設へへののアア

ククセセスス道道路路ととししててのの機機能能もも担担っってていいるる。。ここううししたた道道路路沿沿道道はは、、本本町町のの景景観観づづくくりりをを進進めめるる上上でで重重

要要なな景景観観資資源源のの一一つつででああるるたためめ、、沿沿道道のの緑緑化化やや統統一一ししたたササイインン計計画画、、屋屋外外広広告告物物やや資資材材置置場場等等のの

適適正正なな誘誘導導ななどど、、周周辺辺のの環環境境とと調調和和ししたた秩秩序序ああるる道道路路景景観観づづくくりりをを進進めめるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜例：中心市街地の街並み＞ ＜例：商店街＞ 
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＜例：田園環境と調和した集落景観＞ 

＜例：国道 254号＞ ＜例：姫街道もみじライン沿道＞ 

（(主)下仁田軽井沢線） 
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（（５５））ににぎぎわわいいのの景景  

◎◎魅魅力力ああるる景景観観資資源源のの提提供供  

町町内内ににはは妙妙義義山山やや荒荒船船湖湖、、各各温温泉泉地地ななどど様様々々なな景景観観資資源源・・観観光光資資源源がが点点在在しし、、町町へへのの来来訪訪者者にに

対対ししててはは、、そそのの交交通通拠拠点点ととななるる下下仁仁田田 IICC やや道道のの駅駅ししももににたた、、上上信信電電鉄鉄下下仁仁田田駅駅がが整整備備さされれてていいるる。。

今今後後もも町町民民やや来来訪訪者者等等にに対対しし、、魅魅力力ああるる景景観観・・観観光光資資源源をを提提供供すするるたためめにに、、積積極極的的なな資資源源ののＰＰＲＲ

とと周周辺辺景景観観とと調調和和ししたた施施設設のの活活用用をを検検討討すするる。。  

  

◎◎伝伝統統文文化化のの継継承承とと景景観観づづくくりりへへのの取取組組みみ  

本本町町ににはは、、伝伝統統行行事事やや祭祭りりななどどのの祭祭事事がが数数多多くく残残っってておおりり、、今今後後もも地地域域ににににぎぎわわいいををももたたららしし、、

地地域域住住民民のの交交流流のの場場ととししてて重重要要なな地地域域資資源源・・景景観観資資源源ととししてて伝伝統統文文化化をを継継承承すするる。。ままたた、、景景観観づづ

くくりりをを町町民民みみんんななででののぞぞみみ実実践践ししてていいくくたためめ、、町町民民・・行行政政がが一一体体ととななっってて町町全全体体でで取取組組むむ体体制制のの

基基盤盤づづくくりりとと、、景景観観づづくくりりににおおけけるる住住民民意意識識向向上上へへのの取取組組みみをを積積極極的的にに進進めめるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜例：道の駅しもにた＞ ＜例：下仁田駅＞ 

＜例：下仁田あじさい園（景観づくりへの取組み）＞ 

（出典：下仁田町ホームページ） 

＜例：諏訪神社例大祭＞ 

（出典：下仁田町） 



下仁田町景観計画 

 

22 

  

３３－－３３  景景観観重重点点区区域域のの方方針針  

  

－－町町のの歴歴史史ををつつむむぐぐ  美美ししいい景景観観遺遺産産のの継継承承－－  

  

（（１１））荒荒船船風風穴穴周周辺辺地地区区  

◎◎近近代代文文化化遺遺産産のの維維持持・・保保全全とと活活用用  

荒荒船船風風穴穴はは、、富富岡岡製製糸糸場場にに関関連連すするる絹絹産産業業遺遺産産群群ととししてて、、我我がが国国のの近近代代史史ににおおけけるる産産業業革革命命をを

そそののまままま形形ににししたた産産業業遺遺産産のの一一つつでであありり、、22001100 年年２２月月にに国国指指定定文文化化財財（（史史跡跡））にに指指定定さされれ、、現現

在在、、世世界界文文化化遺遺産産のの登登録録にに向向けけてて、、鋭鋭意意進進めめらられれてていいるる。。同同風風穴穴はは我我がが国国ののみみななららずず、、絹絹産産業業にに

おおけけるる歴歴史史をを示示すす景景観観資資源源ででああるるたためめ、、ここれれららをを適適切切にに維維持持・・保保全全すするるととととももにに、、周周辺辺にに立立地地すす

るる建建築築物物等等をを適適切切にに誘誘導導しし、、歴歴史史的的産産業業遺遺産産及及びびそそのの周周辺辺のの景景観観づづくくりりをを進進めめるる。。  

ままたた、、将将来来的的ににはは後後世世にに広広くく伝伝ええてていいくくたためめ、、風風穴穴をを活活用用ししたた景景観観づづくくりりもも検検討討すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜荒船風穴＞ ＜荒船風穴周辺の風景＞ 
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（（２２））本本宿宿地地区区  

◎◎歴歴史史的的・・伝伝統統的的なな雰雰囲囲気気をを大大切切ににししたた街街並並みみづづくくりり  

本本宿宿地地区区はは、、江江戸戸とと信信州州をを結結ぶぶ中中山山道道のの脇脇往往還還（（姫姫街街道道））のの宿宿場場町町ととししてて栄栄ええ、、今今現現在在もも伝伝統統

的的なな意意匠匠形形態態やや工工法法ななどど、、同同街街道道のの沿沿線線でで最最もも多多くくのの古古いい民民家家がが残残るる場場所所でであありり、、宿宿場場ととししてて特特

徴徴ののああるる面面影影をを残残ししてていいるるななどど、、本本町町のの重重要要なな地地域域資資源源、、景景観観資資源源ととななっってていいるる。。  

今今後後ももここううししたた歴歴史史的的景景観観資資源源をを維維持持・・保保全全ししてていいくくたためめにに、、建建築築物物やや工工作作物物、、屋屋外外広広告告物物等等

のの高高ささ・・形形態態・・色色彩彩・・意意匠匠ななどどのの一一定定ののルルーールルをを定定めめ、、旧旧街街道道沿沿道道ととししててのの歴歴史史的的・・伝伝統統的的なな雰雰

囲囲気気をを大大切切ににししたた景景観観づづくくりりをを進進めめるる。。  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

＜本宿地区（旧街道沿道）＞ 

＜本宿地区（旧街道沿道後背地）＞ 
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第第４４章章  良良好好なな景景観観形形成成ののたためめのの行行為為のの制制限限にに関関すするる事事項項  

  

４４－－１１  届届出出対対象象行行為為基基準準  

  

良良好好なな景景観観形形成成にに関関すするる方方針針をを実実現現すするるたためめ、、景景観観計計画画区区域域全全域域ににおおけけるる建建築築行行為為等等をを対対象象ととししてて

そそのの行行為為のの制制限限をを定定めめるる。。ここここでではは、、景景観観計計画画にに定定めめるる形形態態、、色色彩彩等等のの制制限限をを受受けけるる建建築築物物等等、、そそのの

他他条条例例にに定定めめるる行行為為にに関関すするる届届出出対対象象基基準準をを示示すす。。  

  

行行    為為  届届出出のの対対象象  

新新  築築  ○○すすべべてて対対象象  

増増改改築築  

移移  転転  
○○行行為為にに係係るる床床面面積積 1100 ㎡㎡超超  

外外観観のの修修繕繕  

外外観観のの模模様様替替ええ  

建建
築築
物物  

外外観観のの色色彩彩のの変変更更  

○○行行為為にに係係るる面面積積 1100 ㎡㎡超超  

以以下下にに示示すす工工作作物物のの新新築築、、増増改改築築、、移移転転、、外外観観のの修修繕繕、、外外観観のの模模様様替替ええ、、外外観観のの色色彩彩のの変変更更  

①①ささくく、、塀塀、、擁擁壁壁のの類類  ○○高高ささ 11..55mm 超超  

②②電電波波塔塔、、物物見見塔塔、、装装飾飾塔塔のの類類  

③③煙煙突突、、排排気気塔塔のの類類  

④④高高架架水水槽槽、、冷冷却却塔塔のの類類  

⑤⑤鉄鉄筋筋ココンンククリリーートト、、金金属属製製のの柱柱のの類類  

○○高高ささ 55mm 超超  

⑥⑥電電線線路路又又はは空空中中線線系系（（そそのの支支持持物物をを含含むむ））  ○○高高ささ 1100mm 超超  

⑦⑦観観覧覧車車等等のの遊遊戯戯施施設設のの類類  

⑧⑧アアススフファァルルトトププラランントト  

⑨⑨自自動動車車車車庫庫用用のの立立体体施施設設  

⑩⑩石石油油等等のの貯貯蔵蔵、、処処理理施施設設  

⑪⑪汚汚水水処処理理施施設設等等のの類類  

工工
作作
物物  

⑫⑫彫彫像像、、記記念念碑碑のの類類  

○○高高ささ 55mm かかつつ築築造造面面積積 1100mm22超超  

土土地地のの区区画画形形質質のの変変更更  

地地形形のの外外観観のの変変更更をを伴伴うう鉱鉱物物のの採採掘掘又又はは土土石石等等のの採採取取  

○○高高ささ 11..55mm かかつつ面面積積 330000mm22超超  

屋屋外外ににおおけけるる物物品品のの集集積積又又はは貯貯蔵蔵  ○○高高ささ 11..55mm かかつつ面面積積 110000mm22超超  

木木竹竹のの伐伐採採又又はは植植栽栽  ○○面面積積 11,,000000mm22超超  
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※※たただだしし、、以以下下のの事事項項ににつついいててはは、、届届出出のの対対象象かからら除除外外さされれるる。。  

①①通通常常のの管管理理行行為為、、軽軽易易なな行行為為【【景景観観法法第第 1166 条条第第 77 項項第第 11 号号】】  

◎◎地地下下にに設設けけるる建建築築物物のの建建築築等等、、工工作作物物のの建建設設等等  

◎◎仮仮設設のの工工作作物物のの建建設設等等  

◎◎次次にに掲掲げげるる木木竹竹のの伐伐採採  

ａａ．．除除伐伐、、間間伐伐、、整整枝枝、、木木竹竹のの保保育育ののたためめにに通通常常行行わわれれるる木木竹竹のの伐伐採採  

ｂｂ．．枯枯損損ししたた木木竹竹やや危危険険なな木木竹竹のの伐伐採採  

ｃｃ．．自自家家のの生生活活のの用用にに充充ててるるたためめにに必必要要なな木木竹竹のの伐伐採採  

ｄｄ．．仮仮植植ししたた木木竹竹のの伐伐採採  

ｅｅ．．測測量量、、実実地地調調査査、、施施設設のの保保守守のの支支障障ととななるる木木竹竹のの伐伐採採  

◎◎法法令令にに基基づづくく処処分分にによよるる義義務務のの履履行行ととししてて行行うう行行為為（（例例：：重重要要伝伝統統的的建建造造物物群群保保存存地地区区  等等））  

◎◎農農林林漁漁業業をを営営むむたためめにに行行うう行行為為  

②②非非常常災災害害ののたためめ必必要要なな応応急急措措置置ととししてて行行うう行行為為【【景景観観法法第第 1166 条条第第 77 項項第第 22 号号】】  

③③景景観観行行政政団団体体のの条条例例でで定定めめるる行行為為【【景景観観法法第第 1166 条条第第 77 項項第第 1111 号号】】  

  

  

４４－－２２  届届出出フフロローー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景景観観計計画画区区域域内内ににおおけけるる建建築築等等  

事事前前協協議議【【法法にに基基づづくく届届出出のの円円滑滑化化ののたためめにに設設置置】】  

是是正正措措置置のの指指導導、、助助言言、、勧勧告告【【景景観観法法第第 1166 条条第第 33 項項】】  適適合合のの通通知知  

景景観観法法にに基基づづくく行行為為のの届届出出【【景景観観法法第第 1166 条条第第 11 項項】】  

景景観観計計画画区区域域  

【【右右記記をを除除くく地地区区】】  

景景観観重重点点区区域域  

  3300 日日間間のの行行為為着着手手制制限限（（景景観観法法第第 1188 条条第第 11 項項））  

変変更更命命令令（（景景観観法法第第 1177 条条第第 11 項項、、第第 55 項項））  建建築築確確認認申申請請  

本本宿宿地地区区  荒荒船船風風穴穴周周辺辺地地区区  

景景観観形形成成基基準準【【※※各各区区域域でで異異ななるる基基準準】】ととのの適適合合審審査査  

  適適  合合      不不適適合合    

  勧勧告告にに従従わわなないい場場合合    

  再再審審査査    
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４４－－３３  景景観観形形成成基基準準  

  

良良好好なな景景観観形形成成にに関関すするる方方針針をを踏踏ままええ、、ここれれをを実実現現すするるたためめ、、景景観観計計画画区区域域内内ににおおけけるるほほぼぼすすべべてて

のの建建築築行行為為等等をを対対象象ととししてて、、以以下下のの基基準準をを満満たたすすここととをを要要すするる。。  

 

①①下下仁仁田田町町景景観観計計画画区区域域内内（（※※荒荒船船風風穴穴周周辺辺地地区区、、本本宿宿地地区区をを除除くく。。））  

対対  象象  事事  項項  景景観観形形成成基基準準  

位位  置置  
◎◎  樹樹姿姿又又はは樹樹勢勢がが優優れれたた樹樹木木、、水水辺辺等等がが敷敷地地内内ににああるる場場合合ににはは、、一一体体

的的なな整整備備等等をを行行いい、、修修景景にに生生かかせせるるよよううにに配配置置すするるこことと。。  

規規  模模  ◎◎  周周囲囲のの町町並並みみ及及びび周周辺辺のの景景観観とと調調和和ししたた高高ささ及及びび規規模模ととすするるこことと。。  

形形  態態  
◎◎  周周辺辺のの建建築築物物のの屋屋根根形形状状にに配配慮慮しし、、建建築築物物群群ととししてて良良好好なな景景観観ととなな

るるよよううなな形形状状ととすするるこことと。。  

色色  彩彩  

◎◎  屋屋根根・・外外壁壁ととももにに、、彩彩度度 99 以以上上のの色色彩彩【【原原色色又又はは原原色色にに限限りりななくく近近

いい色色彩彩】】をを原原則則ととししてて使使用用ししなないいこことと。。たただだしし、、各各立立面面ににおおけけるる彩彩

度度 99 以以上上のの使使用用はは、、各各立立面面積積のの 2200％％以以内内ででああれればば許許容容すするる。。  

◎◎  基基調調ととすするる屋屋根根のの色色彩彩はは、、以以下下のの内内容容ととすするるこことと。。たただだしし、、素素材材色色

ははここのの限限りりででははなないい。。  

色色相相 1100YY  ～～  色色相相 1100BBGG（（色色相相 1100YY はは含含ままなないい））：：彩彩度度 44 以以下下。。  

色色相相 1100BBGG  ～～  色色相相 1100BB（（色色相相 1100BBGG はは含含ままなないい））：：彩彩度度 88 以以下下。。  

色色相相 1100BB  ～～  色色相相 1100RRPP（（色色相相 1100BB はは含含ままなないい））：：彩彩度度 44 以以下下。。  

色色相相 1100RRPP  ～～  色色相相 1100YY（（色色相相 1100RRPP はは含含ままなないい））：：彩彩度度 66 以以下下。。  

無無彩彩色色：：制制限限ななしし。。  

◎◎  基基調調ととすするる外外壁壁のの色色彩彩はは、、以以下下のの内内容容ととすするるこことと。。たただだしし、、素素材材色色

ははここのの限限りりででははなないい。。  

色色相相 1100RR  ～～  色色相相 1100YYRR（（色色相相 1100RR はは含含ままなないい））：：彩彩度度 88 以以下下。。  

色色相相 1100YYRR  ～～  色色相相 1100BB（（色色相相 1100YYRR はは含含ままなないい））：：彩彩度度 66 以以下下。。  

色色相相 1100BB  ～～  色色相相 1100PPBB（（色色相相 1100BB はは含含ままなないい））：：彩彩度度８８以以下下。。  

色色相相 1100PPBB  ～～  色色相相 1100RR（（色色相相 1100PPBB はは含含ままなないい））：：彩彩度度66 以以下下。。  

無無彩彩色色：：制制限限ななしし。。  

建建築築物物  

意意  匠匠  

◎◎  変変化化ののなないい単単調調なな壁壁面面をを避避けけ、、周周囲囲ととのの調調和和にに配配慮慮すするるこことと。。  

◎◎  給給排排水水管管ややダダククトト等等はは、、道道路路側側のの外外壁壁にに露露出出ささせせなないいよよううにに配配慮慮すす

るるこことと。。  

◎◎  屋屋上上設設備備はは、、原原則則ととししてて建建築築物物内内にに収収容容すするるここととがが望望ままししいい。。ややむむ

をを得得ずず屋屋上上にに設設置置すするる場場合合はは、、屋屋根根ととのの調調和和にに配配慮慮ししたたデデザザイインンとと

すするるこことと。。  

◎◎  屋屋外外階階段段、、ベベラランンダダ等等建建築築物物本本体体とと一一体体ををななすすももののをを設設けけるる場場合合はは、、

建建築築物物本本体体ととのの調調和和にに配配慮慮しし、、繁繁雑雑ににななららなないいよよううににすするるこことと。。  

◎◎  付付帯帯施施設設はは、、ままちちななみみ形形成成にに留留意意ししたた意意匠匠ととななるるよよううにに配配慮慮すするるここ

とと。。  
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対対  象象  事事  項項  景景観観形形成成基基準準  

素素  材材  
◎◎  屋屋根根・・外外壁壁ととももにに、、そそのの地地域域でで産産出出ししたた材材料料やや伝伝統統的的にに使使用用さされれてて

いいるる材材料料のの使使用用にに配配慮慮すするるこことと。。  

敷敷地地のの緑緑化化  ◎◎  既既存存のの樹樹木木やや植植物物はは、、剪剪定定等等のの適適切切なな手手入入れれをを行行ううこことと。。  
建建築築物物  

そそのの他他  

◎◎  建建築築物物のの移移転転後後のの跡跡地地はは、、周周辺辺のの景景観観ととのの調調和和にに配配慮慮すするるこことと。。  

◎◎  窓窓ガガララススがが割割れれるる等等のの老老朽朽化化にに伴伴いい、、周周辺辺のの景景観観をを著著ししくく損損ねねるるもも

ののはは、、補補修修にによよりり配配慮慮すするるこことと。。  

位位  置置  

◎◎  山山陵陵のの近近傍傍ににああっっててはは、、稜稜線線をを乱乱ささなないいよよううににしし、、尾尾根根かかららででききるる

限限りり低低いい位位置置ととすするるこことと。。  

◎◎  背背景景地地ににああるる自自然然景景観観をを損損ななわわなないいよよううにに配配慮慮すするるこことと。。  

◎◎  樹樹姿姿又又はは樹樹勢勢がが優優れれたた樹樹木木、、水水辺辺等等がが敷敷地地内内ににああるる場場合合ににはは、、一一体体

的的なな整整備備等等をを行行いい、、修修景景にに生生かかせせるるよよううにに配配置置すするるこことと。。  

規規  模模  
◎◎  周周囲囲のの町町並並みみ及及びび周周辺辺のの自自然然景景観観とと調調和和ししたた高高ささ及及びび規規模模ととすするるここ

とと。。  

形形  態態  
◎◎  敷敷地地のの境境界界をを囲囲うう場場合合ににはは、、原原則則ととししてて生生けけ垣垣やや防防犯犯性性にに配配慮慮ししたた

高高ささやや形形態態ののブブロロッックク塀塀ななどどをを設設置置すするるこことと。。  

色色  彩彩  

◎◎  彩彩度度 99 以以上上のの色色彩彩【【原原色色又又はは原原色色にに限限りりななくく近近いい色色彩彩】】をを使使用用ししなな

いいこことと。。  

◎◎  携携帯帯基基地地局局のの鉄鉄塔塔はは、、以以下下のの色色彩彩をを基基調調ととすするる。。  

色色相相ＲＲ・・ＹＹＲＲ・・ＹＹ：：彩彩度度 33 以以下下、、明明度度 33 以以下下。。  

◎◎  そそのの他他のの工工作作物物はは、、建建築築物物とと同同様様のの色色彩彩をを基基調調ととすするる。。  

意意  匠匠  ◎◎  ままちちななみみ形形成成にに留留意意ししたた意意匠匠ととななるるよよううにに配配慮慮すするるこことと。。  

工工作作物物  

敷敷地地のの緑緑化化  ◎◎  敷敷地地内内及及びび敷敷地地周周囲囲にに十十分分なな緑緑化化をを行行ううこことと。。  

屋屋外外ににおおけけ

るる物物品品のの集集

積積又又はは貯貯蔵蔵  

集集積積、、貯貯蔵蔵

のの方方法法及及びび

遮遮蔽蔽  

◎◎  道道路路等等にに接接すするる敷敷地地境境界界かかららはは、、遠遠隔隔地地よよりり集集積積又又はは貯貯蔵蔵をを始始めめるる

こことと。。  

◎◎  物物品品をを積積みみ上上げげるる場場合合ににはは、、高高ささをを抑抑ええ、、周周囲囲にに圧圧迫迫感感をを与与ええなないい

よよううににすするるこことと。。  

◎◎  周周囲囲のの道道路路かからら目目立立つつ場場合合はは、、遮遮蔽蔽にに配配慮慮ししたた敷敷地地内内及及びび敷敷地地周周囲囲

のの緑緑化化にによよりり、、影影響響のの軽軽減減をを行行ううこことと。。  

地地形形のの外外観観

のの変変更更をを伴伴

うう鉱鉱物物のの掘掘

採採又又はは土土石石

等等のの採採取取  

遮遮蔽蔽及及びび事事

後後のの措措置置  

◎◎  鉱鉱物物のの掘掘採採やや土土石石等等のの採採取取をを行行うう際際にに、、周周囲囲のの道道路路かからら目目立立つつ場場合合

はは、、遮遮蔽蔽にに配配慮慮ししたた前前面面のの緑緑化化やや遮遮蔽蔽樹樹林林ななどどにによよるる影影響響のの軽軽減減をを

行行ううこことと。。  

◎◎  掘掘採採又又はは採採取取後後のの法法面面等等はは、、周周辺辺景景観観ととのの調調和和にに配配慮慮しし、、十十分分なな緑緑

化化をを行行ううこことと。。  

土土地地のの区区画画

形形質質のの変変更更  

土土地地のの形形状状

及及びび緑緑化化  

◎◎  法法面面及及びび擁擁壁壁はは、、周周辺辺景景観観ととのの調調和和にに配配慮慮しし、、前前面面のの緑緑化化やや遮遮蔽蔽樹樹

林林等等にによよるる影影響響のの軽軽減減をを行行ううこことと。。  

◎◎  敷敷地地内内ににああるる良良好好なな樹樹林林、、樹樹木木、、河河川川、、水水辺辺等等をを保保全全すするるこことと。。  
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図図：：下下仁仁田田町町景景観観計計画画区区域域内内（（※※荒荒船船風風穴穴周周辺辺地地区区、、本本宿宿地地区区をを除除くく。。））のの色色彩彩基基準準  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋屋根根にに使使用用すするる色色彩彩のの推推奨奨範範囲囲  

外外壁壁にに使使用用すするる色色彩彩のの推推奨奨範範囲囲  

  

※※代代表表的的なな色色相相別別のの制制限限基基準準をを示示ししてていいるる。。  
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屋屋根根にに使使用用すするる色色彩彩のの推推奨奨範範囲囲  

外外壁壁にに使使用用すするる色色彩彩のの推推奨奨範範囲囲  

  

※※代代表表的的なな色色相相別別のの制制限限基基準準をを示示ししてていいるる。。  
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②②景景観観重重点点区区域域【【荒荒船船風風穴穴周周辺辺地地区区】】 

対対  象象  事事  項項  景景観観形形成成基基準準  

位位  置置  
◎◎  樹樹姿姿又又はは樹樹勢勢がが優優れれたた樹樹木木、、水水辺辺等等がが敷敷地地内内ににああるる場場合合ににはは、、一一体体的的

なな整整備備等等をを行行いい、、修修景景にに生生かかせせるるよよううにに配配置置すするるこことと。。  

規規  模模  ◎◎  高高ささはは 1100mm をを超超ええなないいよよううにに配配慮慮すするるこことと。。  

形形  態態  
◎◎  周周辺辺のの建建築築物物のの屋屋根根形形状状にに配配慮慮しし、、建建築築物物群群ととししてて良良好好なな景景観観ととななるる

よよううなな形形状状ととすするるこことと。。  

色色  彩彩  

◎◎  屋屋根根・・外外壁壁ととももにに、、彩彩度度 99 以以上上のの色色彩彩【【原原色色又又はは原原色色にに限限りりななくく近近いい

色色彩彩】】をを原原則則ととししてて使使用用ししなないいこことと。。  

◎◎  基基調調ととすするる屋屋根根のの色色彩彩はは、、以以下下のの内内容容ととすするるこことと。。たただだしし、、素素材材色色はは

ここのの限限りりででははなないい。。  

色色相相 1100YYRR  ～～  色色相相 1100RRPP（（色色相相 1100YYRR はは含含ままなないい））：：彩彩度度22 以以下下。。  

色色相相 1100RRPP  ～～  色色相相 1100YYRR（（色色相相1100RRPP はは含含ままなないい））：：彩彩度度 33 以以下下。。  

無無彩彩色色：：制制限限ななしし。。  

◎◎  基基調調ととすするる外外壁壁のの色色彩彩はは、、以以下下のの内内容容ととすするるこことと。。たただだしし、、素素材材色色はは

ここのの限限りりででははなないい。。  

色色相相 1100RR  ～～  色色相相 1100YYRR（（色色相相 1100RR はは含含ままなないい））：：彩彩度度 66 以以下下。。  

色色相相 1100YYRR  ～～  色色相相 1100YY（（色色相相 1100YYRR はは含含ままなないい））：：彩彩度度44 以以下下。。  

色色相相 1100YY  ～～  色色相相 1100RR（（色色相相 1100YY はは含含ままなないい））：：彩彩度度２２以以下下。。  

無無彩彩色色：：制制限限ななしし。。  

意意  匠匠  

◎◎  給給排排水水管管ややダダククトト等等はは、、道道路路側側のの外外壁壁にに露露出出ささせせなないいよよううにに配配慮慮すするる

こことと。。  

◎◎  屋屋上上設設備備はは、、原原則則ととししてて建建築築物物内内にに収収容容すするるここととがが望望ままししいい。。ややむむをを

得得ずず屋屋上上にに設設置置すするる場場合合はは、、屋屋根根ととのの調調和和にに配配慮慮ししたたデデザザイインンととすするる

こことと。。  

◎◎  屋屋外外階階段段、、ベベラランンダダ等等建建築築物物本本体体とと一一体体ををななすすももののをを設設けけるる場場合合はは、、

建建築築物物本本体体ととのの調調和和にに配配慮慮しし、、繁繁雑雑ににななららなないいよよううににすするるこことと。。  

◎◎  付付帯帯施施設設はは、、ままちちななみみ形形成成にに留留意意ししたた意意匠匠ととななるるよよううにに配配慮慮すするるこことと。。  

◎◎  建建具具やや格格子子枠枠等等のの工工夫夫にによよりり、、変変化化ののなないい単単調調なな壁壁面面をを避避けけ、、周周囲囲とと

のの調調和和にに配配慮慮すするるこことと。。  

素素  材材  
◎◎  屋屋根根・・外外壁壁ととももにに、、そそのの地地域域でで産産出出ししたた材材料料やや伝伝統統的的にに使使用用さされれてていい

るる材材料料のの使使用用にに配配慮慮すするるこことと。。  

敷敷地地のの緑緑化化  

◎◎  既既存存のの樹樹木木やや植植物物はは、、剪剪定定等等のの適適切切なな手手入入れれをを行行ううこことと。。  

◎◎  豊豊かかなな自自然然景景観観をを形形成成すするるたためめ、、敷敷地地内内道道路路側側のの植植樹樹やや植植栽栽にに配配慮慮すす

るるこことと。。  

建建築築物物  

そそのの他他  

◎◎  建建築築物物のの移移転転後後のの跡跡地地はは、、周周辺辺のの景景観観ととのの調調和和にに配配慮慮すするるこことと。。  

◎◎  窓窓ガガララススがが割割れれるる等等のの老老朽朽化化にに伴伴いい、、周周辺辺のの景景観観をを著著ししくく損損ねねるるもものの

はは、、補補修修にによよりり配配慮慮すするるこことと。。  
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対対  象象  事事  項項  景景観観形形成成基基準準  

位位  置置  

◎◎  山山陵陵のの近近傍傍ににああっっててはは、、稜稜線線をを乱乱ささなないいよよううににしし、、尾尾根根かかららででききるる

限限りり低低いい位位置置ととすするるこことと。。  

◎◎  背背景景地地ににああるる自自然然景景観観をを損損ななわわなないいよよううにに配配慮慮すするるこことと。。  

◎◎  樹樹姿姿又又はは樹樹勢勢がが優優れれたた樹樹木木、、水水辺辺等等がが敷敷地地内内ににああるる場場合合ににはは、、一一体体

的的なな整整備備等等をを行行いい、、修修景景にに生生かかせせるるよよううにに配配置置すするるこことと。。  

規規  模模  ◎◎  高高ささはは 1100mm をを超超ええなないいよよううにに配配慮慮すするるこことと。。  

形形  態態  

◎◎  敷敷地地のの境境界界をを囲囲うう場場合合ににはは、、ブブロロッックク塀塀のの使使用用はは避避けけ、、原原則則ととししてて

生生けけ垣垣やや金金網網フフェェンンススへへののツツルル性性植植物物等等にによよるる緑緑化化にに配配慮慮すするるここ

とと。。  

色色  彩彩  

◎◎  彩彩度度 99 以以上上のの色色彩彩【【原原色色又又はは原原色色にに限限りりななくく近近いい色色彩彩】】をを使使用用ししなな

いいこことと。。  

◎◎  携携帯帯基基地地局局のの鉄鉄塔塔はは、、以以下下のの色色彩彩をを基基調調ととすするる。。  

色色相相ＲＲ・・ＹＹＲＲ・・ＹＹ：：彩彩度度 33 以以下下、、明明度度 33 以以下下。。  

◎◎  そそのの他他のの工工作作物物はは、、建建築築物物とと同同様様のの色色彩彩をを基基調調ととすするる。。  

意意  匠匠  ◎◎  ままちちななみみ形形成成にに留留意意ししたた意意匠匠ととななるるよよううにに配配慮慮すするるこことと。。  

工工作作物物  

敷敷地地のの緑緑化化  ◎◎  敷敷地地内内及及びび敷敷地地周周囲囲にに十十分分なな緑緑化化をを行行ううこことと。。  

屋屋外外ににおおけけ

るる物物品品のの集集

積積又又はは貯貯蔵蔵  

集集積積、、貯貯蔵蔵

のの方方法法及及びび

遮遮蔽蔽  

◎◎  周周囲囲のの道道路路かからら見見ええなないいよよううにに、、遮遮蔽蔽にに配配慮慮ししたた敷敷地地内内及及びび敷敷地地周周

囲囲のの緑緑化化をを行行ううこことと。。  

地地形形のの外外観観

のの変変更更をを伴伴

うう鉱鉱物物のの掘掘

採採又又はは土土石石

等等のの採採取取  

遮遮蔽蔽及及びび事事

後後のの措措置置  

◎◎  鉱鉱物物のの掘掘採採やや土土石石等等のの採採取取をを行行うう際際ににはは、、道道路路側側かからら見見ええににくくいいよよ

ううにに、、遮遮蔽蔽にに配配慮慮ししたた前前面面のの緑緑化化やや遮遮蔽蔽樹樹林林ななどどをを行行ううこことと。。  

◎◎  掘掘採採又又はは採採取取後後のの法法面面等等はは、、周周辺辺景景観観ととのの調調和和にに配配慮慮しし、、十十分分なな緑緑

化化をを行行ううこことと。。  

土土地地のの区区画画

形形質質のの変変更更  

土土地地のの形形状状

及及びび緑緑化化  

◎◎  法法面面及及びび擁擁壁壁はは、、周周辺辺景景観観ととのの調調和和にに配配慮慮しし、、前前面面のの緑緑化化やや遮遮蔽蔽樹樹

林林等等にによよるる影影響響のの軽軽減減をを行行ううこことと。。  

◎◎  敷敷地地内内ににああるる良良好好なな樹樹林林、、樹樹木木、、河河川川、、水水辺辺等等をを保保全全すするるこことと。。  

木木竹竹のの伐伐採採又又はは植植栽栽  

◎◎  木木竹竹のの樹樹種種、、樹樹齢齢、、樹樹形形、、生生態態系系等等をを考考慮慮しし、、価価値値のの高高いいももののやや地地

域域ののシシンンボボルルととししてて親親ししままれれてていいるるももののはは伐伐採採ししなないい。。ややむむをを得得ずず

伐伐採採すするる必必要要がが生生じじるる場場合合はは、、必必要要最最低低限限のの伐伐採採にに留留めめるるこことと。。  

◎◎  植植栽栽のの際際ににはは周周辺辺のの植植生生にに適適ししたた樹樹種種をを選選択択すするるこことと。。  
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③③景景観観重重点点区区域域【【本本宿宿地地区区】】 

対対  象象  事事  項項  景景観観形形成成基基準準  

位位  置置  

◎◎  樹樹姿姿又又はは樹樹勢勢がが優優れれたた樹樹木木、、水水辺辺等等がが敷敷地地内内ににああるる場場合合ににはは、、一一体体的的

なな整整備備等等をを行行いい、、修修景景にに生生かかせせるるよよううにに配配置置すするるこことと。。  

◎◎  壁壁面面のの位位置置はは連連続続性性のの維維持持にに配配慮慮すするる。。  

規規  模模  ◎◎  周周囲囲のの町町並並みみ及及びび周周辺辺のの景景観観とと調調和和ししたた高高ささ及及びび規規模模ととすするるこことと。。  

形形  態態  

◎◎  周周辺辺のの建建築築物物のの屋屋根根形形状状にに配配慮慮しし、、建建築築物物群群ととししてて良良好好なな景景観観ととななるる

よよううなな形形状状ととすするるこことと。。  

◎◎  軒軒先先のの高高ささをを揃揃ええるるここととでで、、沿沿道道景景観観にに配配慮慮すするるこことと。。  

色色  彩彩  

◎◎  屋屋根根・・外外壁壁ととももにに、、彩彩度度 99 以以上上のの色色彩彩【【原原色色又又はは原原色色にに限限りりななくく近近

いい色色彩彩】】をを原原則則ととししてて使使用用ししなないいこことと。。  

◎◎  基基調調ととすするる屋屋根根のの色色彩彩はは、、以以下下のの内内容容ととすするるこことと。。たただだしし、、素素材材色色はは

ここのの限限りりででははなないい。。  

色色相相 1100YYRR～～色色相相 1100RRPP（（色色相相 1100YYRR はは含含ままなないい））：：彩彩度度 22 以以下下。。  

色色相相 1100RRPP  ～～  色色相相 1100YYRR（（色色相相 1100RRPP はは含含ままなないい））：：彩彩度度 33 以以下下。。  

無無彩彩色色：：制制限限ななしし。。  

◎◎  基基調調ととすするる外外壁壁のの色色彩彩はは、、以以下下のの内内容容ととすするるこことと。。たただだしし、、素素材材色色はは

ここのの限限りりででははなないい。。  

色色相相 1100RR  ～～  色色相相 1100YYRR（（色色相相 1100RR はは含含ままなないい））：：彩彩度度 66 以以下下。。  

色色相相 1100YYRR  ～～  色色相相 1100YY（（色色相相 1100YYRR はは含含ままなないい））：：彩彩度度 44 以以下下。。  

色色相相 1100YY  ～～  色色相相 1100RR（（色色相相 1100YY はは含含ままなないい））：：彩彩度度２２以以下下。。  

無無彩彩色色：：制制限限ななしし。。  

意意  匠匠  

◎◎  給給排排水水管管ややダダククトト等等はは、、道道路路及及びび河河川川側側のの外外壁壁にに露露出出ささせせなないいよよううにに

配配慮慮すするるこことと。。  

◎◎  屋屋上上設設備備はは、、原原則則ととししてて建建築築物物内内にに収収容容すするるここととがが望望ままししいい。。ややむむをを

得得ずず屋屋上上にに設設置置すするる場場合合はは、、屋屋根根ととのの調調和和にに配配慮慮ししたたデデザザイインンととすするる

こことと。。  

◎◎  屋屋外外階階段段、、ベベラランンダダ等等建建築築物物本本体体とと一一体体ををななすすももののをを設設けけるる場場合合はは、、

建建築築物物本本体体ととのの調調和和にに配配慮慮しし、、繁繁雑雑ににななららなないいよよううににすするるこことと。。  

◎◎  付付帯帯施施設設はは、、ままちちななみみ形形成成にに留留意意ししたた意意匠匠ととななるるよよううにに配配慮慮すするるここ

とと。。  

◎◎  建建具具やや格格子子枠枠等等のの工工夫夫にによよりり、、変変化化ののなないい単単調調なな壁壁面面をを避避けけ、、周周囲囲とと

のの調調和和にに配配慮慮すするるこことと。。  

素素  材材  
◎◎  屋屋根根・・外外壁壁ととももにに、、そそのの地地域域でで産産出出ししたた材材料料やや伝伝統統的的にに使使用用さされれてていい

るる材材料料のの使使用用にに配配慮慮すするるこことと。。  

敷敷地地のの緑緑化化  ◎◎  既既存存のの樹樹木木やや植植物物はは、、剪剪定定等等のの適適切切なな手手入入れれをを行行ううこことと。。  

建建築築物物  

そそのの他他  

◎◎  建建築築物物のの移移転転後後のの跡跡地地はは、、周周辺辺のの景景観観ととのの調調和和にに配配慮慮すするるこことと。。  

◎◎  窓窓ガガララススがが割割れれるる等等のの老老朽朽化化にに伴伴いい、、周周辺辺のの景景観観をを著著ししくく損損ねねるるもものの

はは、、補補修修にによよりり配配慮慮すするるこことと。。  
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対対  象象  事事  項項  景景観観形形成成基基準準  

位位  置置  

◎◎  山山陵陵のの近近傍傍ににああっっててはは、、稜稜線線をを乱乱ささなないいよよううににしし、、尾尾根根かかららででききるる

限限りり低低いい位位置置ととすするるこことと。。  

◎◎  背背景景地地ににああるる自自然然景景観観をを損損ななわわなないいよよううにに配配慮慮すするるこことと。。  

◎◎  樹樹姿姿又又はは樹樹勢勢がが優優れれたた樹樹木木、、水水辺辺等等がが敷敷地地内内ににああるる場場合合ににはは、、一一体体

的的なな整整備備等等をを行行いい、、修修景景にに生生かかせせるるよよううにに配配置置すするるこことと。。  

規規  模模  
◎◎  周周囲囲のの町町並並みみ及及びび周周辺辺のの自自然然景景観観とと調調和和ししたた高高ささ及及びび規規模模ととすするるここ

とと。。  

形形  態態  
◎◎  敷敷地地のの境境界界をを囲囲うう場場合合ににはは、、ブブロロッックク塀塀のの使使用用はは避避けけ、、原原則則ととししてて

生生けけ垣垣やや板板塀塀ななどどをを設設置置すするるこことと。。  

色色  彩彩  

◎◎  彩彩度度 99 以以上上のの色色彩彩【【原原色色又又はは原原色色にに限限りりななくく近近いい色色彩彩】】をを使使用用ししなな

いいこことと。。  

◎◎  携携帯帯基基地地局局のの鉄鉄塔塔はは、、以以下下のの色色彩彩をを基基調調ととすするる。。  

色色相相ＲＲ・・ＹＹＲＲ・・ＹＹ：：彩彩度度 33 以以下下、、明明度度 33 以以下下。。  

◎◎  そそのの他他のの工工作作物物はは、、建建築築物物とと同同様様のの色色彩彩をを基基調調ととすするる。。  

意意  匠匠  ◎◎  ままちちななみみ形形成成にに留留意意ししたた意意匠匠ととななるるよよううにに配配慮慮すするるこことと。。  

工工作作物物  

敷敷地地のの緑緑化化  ◎◎  敷敷地地内内及及びび敷敷地地周周囲囲にに十十分分なな緑緑化化をを行行ううこことと。。  

屋屋外外ににおおけけ

るる物物品品のの集集

積積又又はは貯貯蔵蔵  

集集積積、、貯貯蔵蔵

のの方方法法及及びび

遮遮蔽蔽  

◎◎  周周囲囲のの道道路路やや河河川川かからら見見ええなないいよよううにに、、遮遮蔽蔽にに配配慮慮ししたた敷敷地地内内及及びび

敷敷地地周周囲囲のの緑緑化化をを行行ううこことと。。  

地地形形のの外外観観

のの変変更更をを伴伴

うう鉱鉱物物のの掘掘

採採又又はは土土石石

等等のの採採取取  

遮遮蔽蔽及及びび事事

後後のの措措置置  

◎◎  鉱鉱物物のの掘掘採採やや土土石石等等のの採採取取をを行行うう際際ににはは、、道道路路側側かからら見見ええににくくいいよよ

ううにに、、遮遮蔽蔽にに配配慮慮ししたた前前面面のの緑緑化化やや遮遮蔽蔽樹樹林林ななどどをを行行ううこことと。。  

◎◎  掘掘採採又又はは採採取取後後のの法法面面等等はは、、周周辺辺景景観観ととのの調調和和にに配配慮慮しし、、十十分分なな緑緑

化化をを行行ううこことと。。  

土土地地のの区区画画

形形質質のの変変更更  

土土地地のの形形状状

及及びび緑緑化化  

◎◎  法法面面及及びび擁擁壁壁はは、、周周辺辺景景観観ととのの調調和和にに配配慮慮しし、、前前面面のの緑緑化化やや遮遮蔽蔽樹樹

林林等等にによよるる影影響響のの軽軽減減をを行行ううこことと。。  

◎◎  敷敷地地内内ににああるる良良好好なな樹樹林林、、樹樹木木、、河河川川、、水水辺辺等等をを保保全全すするるこことと。。  
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図図：：景景観観重重点点区区域域（（荒荒船船風風穴穴周周辺辺地地区区、、本本宿宿地地区区））のの色色彩彩基基準準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

屋屋根根にに使使用用すするる色色彩彩のの推推奨奨範範囲囲  

外外壁壁にに使使用用すするる色色彩彩のの推推奨奨範範囲囲  

  

※※代代表表的的なな色色相相別別のの制制限限基基準準をを示示ししてていいるる。。  
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屋屋根根にに使使用用すするる色色彩彩のの推推奨奨範範囲囲  

外外壁壁にに使使用用すするる色色彩彩のの推推奨奨範範囲囲  

  

※※代代表表的的なな色色相相別別のの制制限限基基準準をを示示ししてていいるる。。  
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図図：：景景観観形形成成ののイイメメーージジ  

■■景景観観計計画画区区域域（（荒荒船船風風穴穴周周辺辺地地区区、、本本宿宿地地区区をを除除くく））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

周周辺辺のの建建築築物物のの屋屋根根形形状状にに配配慮慮  

金金網網フフェェンンススへへのの配配慮慮  

既既存存植植物物のの活活用用、、管管理理  

付付帯帯施施設設へへのの配配慮慮  

単単調調なな壁壁面面をを避避けけたた建建具具のの工工夫夫  
地地域域でで産産出出ししたた材材料料のの使使用用  

樹樹勢勢のの優優れれたた樹樹木木のの保保全全  

防防犯犯性性にに配配慮慮ししたた塀塀  

ままちちななみみ形形成成にに留留意意ししたた意意匠匠  

既既存存植植物物のの活活用用、、管管理理  
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跡跡地地のの景景観観へへのの配配慮慮  

変変化化ののなないい単単調調なな壁壁面面をを避避けけるる  

生生けけ垣垣  単単調調なな壁壁面面をを避避けけたた建建具具のの工工夫夫  

軒軒先先のの高高ささをを揃揃ええるる  

主主要要道道路路にに面面すするる給給配配水水管管へへのの配配慮慮  

付付帯帯施施設設へへのの配配慮慮  

付付帯帯施施設設へへのの配配慮慮  

ベベラランンダダとと建建築築物物本本体体のの調調和和  
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金金網網フフェェンンススへへのの配配慮慮  

前前面面のの緑緑化化にによよるる影影響響のの軽軽減減にに配配慮慮  

樹樹勢勢のの優優れれたた樹樹木木のの保保全全  

既既存存植植物物のの活活用用、、管管理理  

周周辺辺のの建建築築物物のの屋屋根根形形状状にに配配慮慮  

老老朽朽化化にに対対すするる補補修修  

自自然然景景観観にに調調和和ししたた高高ささ  

物物品品のの積積みみ上上げげ時時はは高高ささをを抑抑ええるる  

堆堆積積がが目目立立つつ場場合合はは影影響響のの軽軽減減にに配配慮慮  

敷敷地地内内のの十十分分なな緑緑化化  
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採採掘掘後後法法面面のの周周辺辺景景観観ととのの調調和和  

採採掘掘時時のの遮遮蔽蔽にに配配慮慮  
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■■景景観観重重点点区区域域（（荒荒船船風風穴穴周周辺辺地地区区））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

屋屋根根ととのの調調和和にに配配慮慮  

【【屋屋上上設設備備】】  

稜稜線線をを乱乱ささなないい  

敷敷地地内内道道路路側側のの植植樹樹  

周周辺辺のの建建築築物物のの屋屋根根形形状状にに配配慮慮  

高高ささ 1100mm をを超超ええなないい  

必必要要最最低低限限のの伐伐採採にに留留めめるる  

屋屋外外階階段段とと建建築築物物本本体体のの調調和和  

ベベラランンダダとと建建築築物物本本体体のの調調和和  

既既存存植植物物のの活活用用、、管管理理  

敷敷地地内内道道路路側側のの植植樹樹  

付付帯帯施施設設へへのの配配慮慮  
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■■景景観観重重点点区区域域（（本本宿宿地地区区））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

河河川川側側のの意意匠匠のの工工夫夫  

周周囲囲とと調調和和ししたた規規模模・・高高ささ  

擁擁壁壁へへのの配配慮慮  
良良好好なな水水辺辺のの保保全全  

付付帯帯施施設設へへのの配配慮慮  

周周辺辺のの建建築築物物のの屋屋根根形形状状にに配配慮慮  

軒軒先先のの高高ささをを揃揃ええるる  

壁壁面面のの連連続続性性のの維維持持  

既既存存植植物物のの活活用用、、管管理理  

単単調調なな壁壁面面をを避避けけたた建建具具のの工工夫夫  

地地域域でで産産出出ししたた材材料料のの使使用用  
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第第５５章章  景景観観重重要要建建造造物物又又はは景景観観重重要要樹樹木木のの指指定定のの方方針針  

  

５５－－１１  景景観観重重要要建建造造物物のの指指定定のの方方針針  

  

歴歴史史的的・・文文化化的的価価値値のの高高いい建建造造物物やや地地域域ののシシンンボボルルととななるる良良好好なな景景観観形形成成のの模模範範ととななるる建建造造物物でで、、

道道路路、、そそのの他他のの公公共共空空間間かからら容容易易にに望望見見でできき、、所所有有者者・・管管理理者者にに継継続続的的かかつつ積積極極的的なな保保全全・・管管理理のの

意意向向ががああるるももののににつついいてて、、以以下下ののいいずずれれかかにに該該当当すするる建建造造物物をを景景観観重重要要建建造造物物ととししてて指指定定すするる。。なな

おお、、景景観観法法第第 1199 条条第第 33 項項のの規規定定にによよりり、、国国宝宝、、重重要要文文化化財財、、特特別別史史跡跡名名勝勝天天然然記記念念物物、、史史跡跡名名勝勝

天天然然記記念念物物ととししてて指指定定さされれ、、又又はは仮仮指指定定さされれたた建建造造物物ににつついいててはは指指定定ししなないい。。  

  

【【景景観観重重要要建建造造物物のの指指定定のの方方針針】】  

①①  地地域域のの特特徴徴的的なな景景観観をを生生みみ出出すすシシンンボボルルととななっってていいるる。。  

②②  伝伝統統的的なな様様式式やや個個性性的的なな手手法法でで構構成成・・築築造造さされれてていいるる。。  

③③  地地域域住住民民にに広広くく認認識識さされれ、、親親ししままれれてていいるる。。  

④④  所所有有者者・・管管理理者者にに継継続続的的なな保保全全のの意意向向ががああるる。。  

⑤⑤  今今後後、、地地域域景景観観のの形形成成をを図図るるううええでで重重要要なな位位置置づづけけががああるる。。  

  

◎◎景景観観重重要要建建造造物物ののイイメメーージジ  

□□  里里見見家家住住宅宅主主屋屋  

□□  荻荻野野家家住住宅宅店店蔵蔵  

□□  下下仁仁田田駅駅駅駅舎舎  

  

                                  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

  

□□  里里見見家家住住宅宅主主屋屋 □□  荻荻野野家家住住宅宅店店蔵蔵 

□□  下下仁仁田田駅駅駅駅舎舎 
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５５－－２２  景景観観重重要要樹樹木木のの指指定定のの方方針針  

  

地地域域のの歴歴史史風風土土やや潤潤いいああるる町町並並みみづづくくりりななどどのの観観点点かかららみみてて、、特特徴徴的的なな樹樹容容やや地地域域ののシシンンボボルルとと

ななっってていいるる樹樹木木でで、、道道路路、、そそのの他他のの公公共共空空間間かからら容容易易にに望望見見でできき、、所所有有者者・・管管理理者者にに継継続続的的かかつつ積積

極極的的なな保保全全・・管管理理のの意意向向ががああるるももののににつついいてて、、以以下下ののいいずずれれかかにに該該当当すするる樹樹木木をを景景観観重重要要樹樹木木ととしし

てて指指定定すするる。。ななおお、、景景観観法法第第 2288 条条第第 33 項項のの規規定定にによよりり、、特特別別史史跡跡名名勝勝天天然然記記念念物物、、史史跡跡名名勝勝天天然然

記記念念物物ととししてて指指定定さされれ、、又又はは仮仮指指定定さされれたた樹樹木木ににつついいててはは指指定定ししなないい。。  

  

【【景景観観重重要要樹樹木木のの指指定定のの方方針針】】  

①①  地地域域のの歴歴史史風風土土やや自自然然環環境境ととのの調調和和等等にによよりり、、そそのの樹樹容容がが景景観観上上のの特特徴徴をを有有ししてていいるる。。  

②②  地地域域住住民民にに広広くく認認識識さされれ、、親親ししままれれてていいるる。。  

③③  所所有有者者・・管管理理者者にに継継続続的的なな保保全全のの意意向向ががああるる。。  

④④  今今後後、、地地域域景景観観のの形形成成をを図図るるううええでで重重要要なな位位置置づづけけががああるる。。  

  

◎◎景景観観重重要要樹樹木木ののイイメメーージジ  

□□  諏諏訪訪神神社社のの大大ケケヤヤキキ  

  

□□  諏諏訪訪神神社社のの大大ケケヤヤキキ  
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第第６６章章  良良好好なな景景観観形形成成にに必必要要なな事事項項  

  

６６－－１１  景景観観重重要要公公共共施施設設のの整整備備にに関関すするる方方針針  

  

地地域域のの良良好好なな景景観観をを保保全全・・創創出出すするるううええでで、、道道路路、、河河川川、、公公園園等等のの公公共共施施設設はは、、住住民民にに親親ししままれれ

るる重重要要なな社社会会基基盤盤施施設設ででももあありり、、ここううししたた施施設設はは、、地地域域のの景景観観のの軸軸やや拠拠点点ととななっってておおりり、、下下仁仁田田町町

のの良良好好なな景景観観をを形形成成すするるううええでで重重要要なな要要素素ととななっってていいるる。。よよっってて、、地地域域のの特特色色ああるる景景観観をを創創出出すするる

たためめ、、各各施施設設のの管管理理者者とと協協議議しし、、同同意意をを得得たた施施設設をを順順次次、、景景観観重重要要公公共共施施設設ととししてて指指定定しし、、当当該該地地

域域ににふふささわわししいい整整備備をを進進めめるる。。  

  

【【景景観観重重要要公公共共施施設設のの整整備備にに関関すするる方方針針】】  

景景観観重重要要公公共共施施設設  景景観観形形成成方方針針  

道道  路路  

□□道道路路内内のの施施設設はは路路線線毎毎にに統統一一感感ののああるるももののととすするる。。  

□□植植栽栽のの可可能能なな幹幹線線道道路路はは緑緑化化をを推推進進すするる。。  

□□道道路路付付属属物物はは周周辺辺又又はは後後背背地地のの景景観観ととのの調調和和にに配配慮慮すするる。。  

□□歴歴史史的的・・伝伝統統的的なな道道筋筋ににつついいててはは、、沿沿道道景景観観とと一一体体ととななっったた町町並並みみ景景観観

のの創創出出をを図図るる。。  

河河  川川  

□□水水辺辺やや広広々々ととししたた草草地地等等をを活活用用しし、、貴貴重重なな自自然然景景観観のの保保全全をを図図るる。。  

□□護護岸岸ににはは自自然然素素材材ややここれれをを模模ししたたももののをを用用いいるるななどど、、自自然然環環境境にに配配慮慮しし

たた景景観観をを形形成成すするる。。  

□□緑緑道道のの整整備備等等にによよるる歩歩行行者者空空間間のの確確保保ななどど、、町町民民にに愛愛着着とと潤潤いいをを感感じじささ

せせるる景景観観整整備備をを図図るる。。  

公公  園園  

□□地地域域のの顔顔ととななるるよよううなな緑緑化化等等をを積積極極的的にに行行うう。。  

□□周周囲囲のの景景観観とと調調和和ししたた施施設設デデザザイインンのの形形成成をを図図るる。。  

□□自自然然素素材材のの使使用用にに努努めめ、、他他素素材材をを使使用用すするる場場合合ににはは色色彩彩等等にに配配慮慮すするる。。  

  

◎◎景景観観重重要要公公共共施施設設ののイイメメーージジ  

景景観観重重要要公公共共施施設設  概概  要要  

道道  路路  

□□国国道道２２５５４４号号（（姫姫街街道道））  

□□国国道道２２５５４４号号  

□□主主要要地地方方道道下下仁仁田田軽軽井井沢沢線線（（姫姫街街道道ももみみじじラライインン））  

□□主主要要地地方方道道松松井井田田下下仁仁田田線線／／県県道道上上小小坂坂四四ツツ家家妙妙義義線線  

□□主主要要地地方方道道下下仁仁田田浅浅科科線線  

□□本本宿宿地地区区内内のの道道路路（（景景観観重重点点地地区区内内））  

河河  川川  
□□鏑鏑  川川  

□□市市野野萱萱川川  

  



第6章 良好な景観形成に必要な事項 

 

45 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図：：景景観観重重要要公公共共施施設設ののイイメメーージジ位位置置図図（（全全体体））  
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図図：：景景観観重重要要公公共共施施設設ののイイメメーージジ位位置置図図（（本本宿宿地地区区内内  景景観観重重要要道道路路））  

  

景観重要道路 
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６６－－２２  屋屋外外広広告告物物のの表表示示及及びび屋屋外外広広告告物物をを掲掲出出すするる物物件件のの設設置置にに関関すするる行行為為のの制制限限にに関関すするる事事項項  

  

（（１１））基基本本的的事事項項  

屋屋外外広広告告物物のの表表示示及及びび屋屋外外広広告告物物をを掲掲出出すするる物物件件のの設設置置ににああたたっっててはは、、周周辺辺のの景景観観ととのの調調和和にに十十

分分配配慮慮すするるここととととすするる。。  

ままたた、、屋屋外外広広告告物物のの面面積積やや高高ささ、、形形状状、、掲掲出出方方法法ななどどにに関関すするる制制限限ににつついいててはは、、「「群群馬馬県県屋屋外外広広告告

物物条条例例」」をを参参考考にに、、必必要要にに応応じじてて、、（（仮仮称称））下下仁仁田田町町屋屋外外広広告告物物条条例例でで定定めめ、、規規制制・・誘誘導導をを図図るる。。  

 

（（２２））行行為為のの制制限限にに関関すするる事事項項  

下下仁仁田田町町景景観観計計画画区区域域ににおおけけるる屋屋外外広広告告物物のの表表示示及及びび屋屋外外広広告告物物をを掲掲出出すするる物物件件のの設設置置ににああたたっっ

ててはは、、以以下下のの事事項項にに配配慮慮すするるももののととすするる。。  

  

①①  街街並並みみのの調調和和やや統統一一感感をを勘勘案案しし、、周周辺辺景景観観へへのの影影響響にに配配慮慮ししたた位位置置、、規規模模、、色色彩彩、、デデザザイイ

ンンととすするる。。  

②②  歩歩行行者者等等かかららのの見見ええ方方にに配配慮慮すするるととととももにに、、歩歩行行者者等等のの移移動動をを阻阻害害ししなないい位位置置にに掲掲出出すするる。。  

③③  屋屋上上広広告告やや壁壁面面広広告告ななどど建建築築物物にに附附帯帯ししてて掲掲出出すするる屋屋外外広広告告物物ににつついいててはは、、建建築築物物のの外外壁壁

とと調調和和ししたた色色彩彩、、デデザザイインン及及びび構構造造ととすするる。。  

④④  全全国国共共通通ののデデザザイインンででああっっててもも、、背背景景色色とと図図やや文文字字のの色色のの反反転転ななどどをを考考慮慮すするる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



下仁田町景観計画 

 

48 

第第７７章章  景景観観ままちちづづくくりりのの推推進進にに向向けけてて  

  

７７－－１１  景景観観ままちちづづくくりりのの推推進進方方策策 

  

（（１１））町町民民、、事事業業者者のの景景観観ままちちづづくくりりにに対対すするる取取組組みみのの推推進進  

景景観観ままちちづづくくりりのの推推進進にに向向けけてて、、町町民民、、事事業業者者のの景景観観にに対対すするる意意識識・・知知識識のの向向上上をを促促すすここととがが重重

要要ととななるる。。そそののたためめ、、本本町町でではは、、以以下下ののよよううなな取取組組みみをを進進めめるるここととととすするる。。  

 

①①  景景観観計計画画のの周周知知  

本本町町のの景景観観ままちちづづくくりりのの方方向向性性ななどどをを共共有有すするるたためめ、、町町ののホホーームムペペーージジななどどでで景景観観計計画画をを公公開開すす

るるととととももにに、、景景観観計計画画のの概概要要版版のの作作成成、、資資料料のの配配布布ななどどをを行行いい、、景景観観計計画画のの周周知知をを図図るる。。  

  

②②  景景観観学学習習のの充充実実  

町町民民のの景景観観にに対対すするる意意識識やや知知識識をを高高めめるるたためめ、、学学校校教教育育ににおおいいてて景景観観学学習習のの場場をを設設けけるるほほかか、、生生

涯涯学学習習ににおおいいてて景景観観ままちちづづくくりりにに関関すするる講講座座やや講講演演会会をを開開催催すするるななどど、、景景観観学学習習のの充充実実をを図図るる。。  

  

③③  表表彰彰制制度度のの設設立立  

町町民民やや事事業業者者のの景景観観ままちちづづくくりりにに対対すするる意意識識・・意意欲欲をを高高めめるるたためめ、、「「良良好好なな景景観観のの形形成成にに貢貢献献ししたた

町町民民、、事事業業者者」」おおよよびび「「特特にに良良好好なな景景観観のの形形成成にに寄寄与与ししてていいるる建建築築物物、、工工作作物物のの所所有有者者、、設設計計者者、、

施施工工者者」」にに対対すするる表表彰彰のの制制度度化化をを検検討討すするる。。  

  

④④  景景観観アアドドババイイザザーーのの設設置置  

町町民民やや事事業業者者のの景景観観ままちちづづくくりりへへのの取取組組みみをを支支援援すするるたためめ、、景景観観アアドドババイイザザーーのの設設置置をを検検討討すするる。。

景景観観アアドドババイイザザーーはは、、町町民民やや事事業業者者がが景景観観ままちちづづくくりりをを行行うう際際のの指指導導・・助助言言をを行行うう。。ままたた、、町町民民やや

事事業業者者がが景景観観アアドドババイイザザーーにに相相談談ししややすすいいよよううにに、、景景観観相相談談日日のの設設定定をを検検討討すするる。。  

  

⑤⑤  住住民民提提案案制制度度のの周周知知  

町町民民にによよるる景景観観ままちちづづくくりりのの取取組組みみをを推推進進すするるたためめ、、景景観観法法第第 1111 条条ににはは、、景景観観行行政政団団体体ででああるる

町町にに対対ししてて、、景景観観計計画画のの変変更更をを提提案案ででききるるここととととななっってていいるる。。ここのの市市民民提提案案制制度度のの積積極極的的なな活活用用をを

周周知知すするるここととでで、、将将来来的的にに景景観観協協定定のの締締結結ななどど、、町町民民がが主主体体ととななっったた景景観観ままちちづづくくりりのの定定着着をを図図るる。。  

  

（（２２））景景観観ままちちづづくくりりにに向向けけたた施施策策展展開開  

景景観観ままちちづづくくりりのの推推進進にに向向けけてて、、景景観観法法やや関関連連法法等等にに基基づづくく取取組組みみをを展展開開しし、、よよりり実実行行力力ののああるる

制制度度ののももとと、、下下仁仁田田町町ららししいい景景観観をを維維持持、、保保全全、、創創出出ししてていいくく必必要要ががああるる。。そそののたためめ、、本本町町でではは、、

以以下下ののよよううなな取取組組みみをを進進めめるるここととととすするる。。  

  

①①  景景観観重重点点区区域域のの追追加加指指定定  

下下仁仁田田町町ららししいい景景観観をを維維持持、、保保全全、、創創出出ししてていいくくたためめ、、「「荒荒船船風風穴穴周周辺辺地地区区」」、、「「本本宿宿地地区区」」以以外外にに
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もも特特にに重重点点的的にに景景観観形形成成をを図図っってていいくくべべきき地地区区をを景景観観重重点点区区域域にに追追加加指指定定すするるここととをを検検討討すするる。。  

景景観観重重点点区区域域のの指指定定はは、、地地元元住住民民のの意意向向をを勘勘案案ししななががらら進進めめるるここととととすするる。。  

  

②②  景景観観重重要要建建造造物物等等のの指指定定  

下下仁仁田田町町ららししいい景景観観をを維維持持、、保保全全、、創創出出ししてていいくくたためめ、、本本計計画画でで設設定定ししたた方方針針にに基基づづきき、、景景観観重重

要要建建造造物物、、景景観観重重要要樹樹木木、、景景観観重重要要公公共共施施設設のの指指定定をを検検討討すするる。。  

上上記記ととああわわせせ、、景景観観重重要要建建造造物物、、景景観観重重要要樹樹木木のの修修復復ななどどをを支支援援すするる国国のの制制度度のの適適用用をを検検討討すするる。。  

  

③③  景景観観地地区区、、準準景景観観地地区区のの指指定定  

景景観観ままちちづづくくりりををよよりり積積極極的的にに推推進進すするるたためめ、、景景観観計計画画区区域域ままたたはは景景観観重重点点地地区区ににおおいいてて、、よよりり

積積極極的的なな規規制制誘誘導導がが必必要要ととななるる場場合合はは、、都都市市計計画画区区域域内内でではは都都市市計計画画法法にに基基づづくく景景観観地地区区をを、、都都市市

計計画画区区域域外外でではは準準景景観観地地区区のの指指定定をを検検討討すするる。。  

景景観観地地区区をを指指定定すするるここととにによよりり、、建建築築物物のの建建築築等等のの際際にに色色ややデデザザイインンににつついいてて町町のの認認定定がが必必要要にに

ななるるここととやや、、従従わわなないい場場合合はは罰罰則則がが適適用用さされれるるここととににななるるななどど、、積積極極的的なな規規制制誘誘導導がが可可能能ととななるる。。  

  

④④  景景観観協協定定締締結結のの促促進進  

町町民民主主体体のの景景観観ままちちづづくくりりをを推推進進すするるたためめ、、地地域域住住民民自自ららがが地地域域のの実実情情にに沿沿っったたききめめ細細ややかかななルル

ーールルをを決決めめるるここととががででききるる景景観観協協定定のの締締結結をを促促進進すするる。。ままたた、、景景観観協協定定のの締締結結にに際際ししててはは、、都都市市計計

画画法法にに基基づづくく地地区区計計画画等等ととのの併併用用もも考考慮慮すするる。。  

  

⑤⑤  屋屋外外広広告告物物条条例例、、景景観観農農業業振振興興地地域域整整備備計計画画のの導導入入検検討討  

景景観観ままちちづづくくりりををささららにに推推進進すするるたためめ、、屋屋外外広広告告物物のの表表示示ななどどのの基基準準をを規規定定すするる（（仮仮称称））下下仁仁田田

町町屋屋外外広広告告物物条条例例のの導導入入をを検検討討すするる。。  

ままたた、、下下仁仁田田町町ららししいい農農村村景景観観のの保保全全とと向向上上をを図図るるたためめ景景観観農農業業振振興興地地域域整整備備計計画画のの導導入入をを検検討討

すするる。。  

  

  

７７－－２２  景景観観ままちちづづくくりりのの推推進進体体制制  

  

（（１１））景景観観審審議議会会  

良良好好なな景景観観ままちちづづくくりりをを推推進進すするるたためめ、、学学識識経経験験者者等等でで組組織織さされれるる景景観観審審議議会会をを設設置置しし、、景景観観計計

画画のの変変更更、、景景観観重重要要建建造造物物・・景景観観重重要要樹樹木木のの指指定定ななどどをを行行うう際際はは、、景景観観審審議議会会のの意意見見をを聴聴くくこことととと

すするる。。  

  

（（２２））景景観観整整備備機機構構  

良良好好なな景景観観ままちちづづくくりりをを推推進進・・維維持持ししてていいくくたためめ、、ＮＮＰＰＯＯ法法人人ななどどをを景景観観法法第第 9922 条条にに規規定定さされれ

るる景景観観整整備備機機構構ととししてて指指定定すするるここととをを検検討討すするる。。  

景景観観整整備備機機構構はは、、景景観観ままちちづづくくりりにに関関すするる町町民民のの取取組組みみをを支支援援すするるこことと、、景景観観重重要要建建造造物物やや景景観観

重重要要樹樹木木のの管管理理をを所所有有者者ととのの協協定定ののももととにに、、行行ううここととななどどがが可可能能ととななるる。。  
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（（３３））景景観観協協議議会会  

町町、、町町民民、、関関係係機機関関ななどどにによよるる協協働働のの景景観観ままちちづづくくりりをを推推進進すするるたためめ、、景景観観法法第第 1155 条条にに規規定定ささ

れれてていいるる景景観観協協議議会会のの設設置置をを検検討討すするる。。景景観観協協議議会会はは、、町町、、景景観観重重要要公公共共施施設設のの管管理理者者、、景景観観整整備備

機機構構、、観観光光関関係係団団体体、、商商工工関関係係団団体体、、町町民民等等でで構構成成さされれるる。。  

 

（（４４））庁庁内内体体制制  

景景観観ままちちづづくくりりをを推推進進すするるたためめににはは、、景景観観をを担担当当すするる課課だだけけででななくく、、すすべべててのの職職員員がが下下仁仁田田町町のの

景景観観ままちちづづくくりりのの先先導導役役ととししててのの立立場場をを認認識識すするるここととがが必必要要ででああるる。。ままたた、、各各分分野野のの総総合合的的、、一一体体

的的なな取取組組みみがが重重要要ででああるるここととかからら、、庁庁内内のの横横断断的的なな組組織織・・会会議議をを設設置置すするるななどど、、推推進進体体制制をを強強化化しし

てていいくくここととをを検検討討すするる。。  

  

  

附 則 

この計画は、平成２４年１月１日から施行する。 

 




